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５・６月号

頂
上
社
開
門

い
ざ
‼

　

お
山
へ
‼

　

神
道
に
「
む
す
ひ
」
と
い
う
言

葉
が
有
り
ま
す
。
「
む
す
」
は
生

じ
る
。
「
ひ
」
は
「
御
神
威
」
の

意
味
と
さ
れ
ま
す
。
無
か
ら
有
を
、

万
物
を
生
み
出
し
育
む
﹇
力
﹈
。

後
世
「
む
す
び
」
と
も
言
わ
れ
ま

す
。

　

苔
む
す
、
と
申
し
ま
す
と
解
り

易
い
か
と
思
い
ま
す
。
何
も
な
い

と
こ
ろ
に
苔
が
生
え
、
次
第
に
一

面
に
苔
が
成
長
し
広
が
っ
て
行
く

様
子
を
、
私
た
ち
の
先
祖
先
人
も

実
に
不
思
議
な
思
い
で
見
て
い
た

の
で
し
ょ
う
ね
。

　

男
女
が
結
ば
れ
、
生
ま
れ
て
き

た
子
供
は
「
む
す
こ
」
「
む
す

め
」
と
呼
び
ま
す
。

　

知
ら
ぬ
者
同
士
が
様
々
な
出
会

い
の
中
で
ご
縁
を
結
び
新
た
な
物

語
が
始
ま
る
。
思
え
ば
人
生
は
ご

縁
の
集
大
成
で
す
。

　

御
山
登
拝
の
時
期
が
参
り
ま
し

た
。
神
様
と
人
様
と
の
ご
縁
を
今

年
も
結
ば
せ
て
戴
き
、
心
新
し
い

日
々
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。　

武
智
。
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続
い
て
巫
女
が
浦
安
の
舞
を
奉
納
。

ま
た
喜
多
浦
八
幡
太
鼓
に
よ
る
天

狗
太
鼓
を
奉
納
頂
き
ま
し
た
。
伯

方
島
獅
子
舞
と
喜
多
浦
八
幡
太
鼓

は
、
睦
美
教
会
長
田
窪
一
善
元
老

大
顧
問
銀
笏
の
お
世
話
に
よ
り
ご

奉
納
頂
き
ま
し
た
。
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
し
て
玉
串
を
奉
り
拝
礼
し
、
今

日
の
日
を
お
祝
い
申
し
上
げ
る
と

共
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
願
い
を
祈
願

し
て
厳
粛
に
祭
典
を
終
了
致
し
ま

し
た
。

や
か
に
社
務
所
前
へ
到
着
し
、
一

回
目
の
お
餅
撒
き
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

神
輿
が
御
旅
所
に
着
御
す
る
と
、

お
旅
所
祭
が
執
り
行
わ
れ

巫
女
に
よ
る
豊
栄
の
舞
や
西
田
獅

子
舞
保
存
会
の
獅
子
舞
、
敬
神
婦

人
会
の
「
手
踊
り
」
と
本
年
よ
り

新
た
な
踊
り
と
し
て
、
作
詞
作
曲

故
新
井
満
氏
、
秋
川
雅
史
氏
が

歌
っ
て
い
る
「
石
鎚
山
」
が
奉
納

さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
御
神
像
は
、
本
殿
に
還

御
、
御
神
像
拝
戴
が
な
さ
れ
、
二
回

目
の
お
餅
撒
き
が
本
殿
向
拝
よ
り
執

り
行
わ
れ
、
福
木
も
そ
の
時
に
併
せ

て
撒
か
れ
ま
し
た
。

な
お
、
お
餅
は

徳
島
県　

東
予
崇
敬
組
合
徳
島
支
部

　

支
部
長　

武
田
喜
善　

名
誉
部
長

愛
媛
県　

原
井
川
平

元
老
大
顧
問　

神
鏡
笏

　

ま
た
、
神
御
衣
は

大
阪
府
茨
木
市　

矢
野
棟
子
様

新
居
浜
市　

大
西
彌
太
郎　

元
老

の
方
々
に
ご
奉
納
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

福
木
投
げ
の
当
選
者

特
賞
一
等　

電
気
圧
力
鍋

　

松
山
市　

西
原　

裕
子
様

特
賞
二
等　

サ
イ
ク
ロ
ンクリ

ー
ナ
ー

　

松
山
市　

淺
山　

弓
恵
様

特
賞
三
等　

壁
掛
け
扇
風
機

　

福
岡
市　

福
岡
神
和
教
会
様

特
賞
四
等　

三
枚
刃
シ
ェ
ー
バ
ー

　

西
条
市　

井
上　

心
様

特
賞
五
等　

超
軽
量
高
圧
洗
浄
機

　

松
山
市　

中
本　

絵
里
香
様

特
賞
六
等　

シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー

　

西
条
市　

伊
藤　

琢
磨
様

特
賞
七
等　

つ
か
も
み

マ
ッ
サ
ー
ジ
ャ
ー

　

新
居
浜
市　

藤
田　

亜
須
可
様

特
賞
八
等　

ハ
ン
デ
ィ

マ
ッ
サ
ー
ジ
ャ
ー

　

新
居
浜
市　

伊
藤　

瑠
莉
様

　

境
内
で
は
、
石
鎚
敬
神
婦
人

会
の
お
茶
席
の
お
接
待
が
本
殿

前
休
憩
所
に
て
行
わ
れ
、
ご
参

拝
の
皆
様
も
憩
い
の
一
時
を
過

ご
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
大
祭
で
各
方
面
に
て
ご
奉

仕
、
ご
奉
納
を
賜
り
ま
し
た
豊

友
会
、
敬
神
婦
人
会
、
信
徒
の

皆
様
方
に
は
、
誠
心
か
ら
の
ご

奉
仕
を
い
た
だ
き
、
無
事
盛
大

に
春
季
例
大
祭
を
斎
行
出
来
ま

し
た
こ
と
を
こ
の
場
を
お
借
り

致
し
ま
し
て
篤
く
お
礼
申
し
上

げ
、
信
徒
皆
様
の
今
後
益
々
の

ご
健
勝
、
ご
多
幸
を
心
よ
り
お

祈
り
し
、
ご
報
告
と
致
し
ま
す
。

記　

権
禰
宜　

曽
我
部　

洋
輔

※
（
ご
芳
名
は
全
て
順
不
同
で
す
）

四
月
五
日

　

石
鎚
神
社
春
季
例
大
祭
さ
く
ら
祭

四
月
五
日

　

石
鎚
神
社
春
季
例
大
祭
さ
く
ら
祭

　

祭
典
は
「
石
鎚
立
螺
之
会
」
の
皆

様
の
勇
ま
し
い
立
螺
、
伯
方
島
獅
子

舞
の
奉
納
に
始
ま
り
、

　

神
御
衣
献
上
撤
下
初
穂
献
上
が
奉

ら
れ
、
武
智
宮
司
が
祝
詞
を
奏
上
し
、

日
々
の
ご
神
恩
に
感
謝
す
る
と
共
に
、

五
穀
豊
穣
と
国
家
の
安
泰
、
世
界
人

類
の
福
祉
と
平
和
を
祈
願
し
ま
し
た
。

祭
典
に
引
き
続
き
神
御
衣
が

広
島
県　

神
田
山
教
会

福
岡
県　

敬
祥
教
会

大
分
県　

金
子
遙
拝
所

へ
そ
れ
ぞ
れ
下
付
さ
れ
ま
し
た
。

辞
令
伝
達
に
て

佐
々
木
規
人
権
禰
宜

禰
宜
、
本
教
宗
務
局
次
長

大
岡
忠
徳
権
禰
宜　
　

禰
宜

の
辞
令
が
渡
さ
れ
、

来
賓
祝
辞
と
し
て

愛
媛
県
神
社
庁
副
庁
長

綾
延
神
社
宮
司　

   

森　

正
康
様

参
議
院
議
員
山
本
順
三
様
御
代
理

山
本　

舞
祈
子
様

愛
媛
県
議
会
議
員　

明
比　

昭
治
様

よ
り
ご
挨
拶
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

祭
典
後
、
神
輿
に
ご
神
像
を
お

遷
し
し
て
神
輿
渡
御
が
行
わ
れ
、

こ
ど
も
樽
神
輿
や
敬
神
婦
人
会

の
花
神
輿
、
お
稚
児
行
列
も
賑

　

去
る
四
月
五
日
（
金
）
ソ
メ
イ

ヨ
シ
ノ
が
満
開
に
咲
き
誇
る
中
、

石
鎚
神
社
口
之
宮
本
社
御
本
殿
に

て
、
春
季
例
大
祭
・
さ
く
ら
祭
り

が
盛
大
に
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
全
国
各
地
よ
り
多
数

の
石
鎚
信
徒
を
始
め
、
御
来
賓
に

神
社
界
政
界
各
界
よ
り
の
ご
参
拝

を
賜
り
、
午
前
十
時
よ
り
祭
典
を

斎
行
。
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石
鎚
神
社
本
社　

春
の
御
大
祭

東
予
崇
敬
組
合　

徳
島
支
部

支
部
長　

武
田
喜
善　

名
誉
部
長

　

去
る
四
月
五
日
、
石
鎚
神
社
本

社
の
春
の
御
大
祭
「
さ
く
ら
祭
」
に
、

東
予
崇
敬
組
合
徳
島
支
部
の
皆
さ

ま
が
、
投
げ
餅
を
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

　

石
鎚
大
神
様
へ
の
献
上
の
思
い

を
込
め
、
丹
念
に
一
つ
ず
つ
作
り

上
げ
て
の
ご
奉
納
で
す
。

　

皆
様
の
笑
顔
の
ご
奉
仕
に
、
大

神
様
も
お
喜
び
、
大
祭
当
日
は
実

に
盛
大
な
餅
投
げ
と
な
り
ま
し
た
。

　

深
く
御
礼
を
申
し
上
げ
、
ご
奉

仕
の
皆
さ
ま
の
ご
紹
介
と
致
し
ま

す
。

　

権
宮
司　

十
亀　

博
行

　
　

ご
奉
仕
・
ご
奉
納
者

　

武
田　

喜
善  

・  

石
井
富
三
子

　

藤
本　

敏
男  

・  

藤
本　

園
枝

星
川　

弘
明  

・  

森
岡　

政
和

　

森
岡
百
合
香  

・  

河
合　

純
子

　

梶
浦　

和
恵  

・  

武
田
み
ど
り

　

上
田
佐
知
子  

・  

住
友　

敬
子

　

渡
辺　

功
子  

・  

六
車　

君
子

　

平
岡　

武
子  

・  

藤
本　

優
里

　

藤
本　

幹
世  

・  

定
岡　

凡
悟

　

上
田　

結
麻  

・  

上
田　

空
璃

　

上
地
あ
ゆ
み  

・  

岩
見　

正
子

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

四
月
六
日

　

祖
霊
殿 

春
季
例
大
祭
・
合
祀
祭
斎
行

四
月
六
日

祖
霊
殿
春
季
例
大
祭
・
合
祀
祭
斎
行

令
和
六
年　

四
月
六
日

　
　
　
祖
霊
殿
合
祀
祭
神
名

令
和
六
年　

四
月
六
日

　
　
　
祖
霊
殿
合
祀
祭
神
名

令
和
六
年
二
月
一
日
〜

令
和
六
年
三
月
末
日

《
本　

社
》

◎
壱
百
万
円

松
山
市　
　
　
　

伊
藤　
　

博

◎
五
拾
万
円
以
上

松
山
市　
　
　
　

不
動
教
会　

◎
参
拾
万
円

来
島　

源
治

◎
壱
拾
万
円
以
上

尾
道
市　
　
　
　

西
原　

善
久

栃
木
市　
　
　
　
（
株
）阿　

部

◎
五
万
円
以
上

福
岡
神
和
教
会　

佐
伯　

良
子

北
九
州
市　
　
　

古
門　

君
代

千
葉
県　
　
　
　

木
村　

篤
子

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

　

真
心
の
ご
浄
財
・
御
奉
納
を
賜
り

ま
し
た
皆
様
に
は
、
ご
奉
賛
心
よ
り

厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

文
責　

権
禰
宜　

大
岡

投
げ
餅　

ご
奉
納

投
げ
餅　

ご
奉
納

お
初
穂
奉
納
者

お
初
穂
奉
納
者

お
初
穂
奉
納
者

四
月
五
日

石
鎚
神
社
春
季
例
大
祭

　

五
万
円
以
上
ご
奉
納
い
た
だ
き

　

ま
し
た
皆
様

《
本　

社
》

◎
四
拾
六
万
円
以
上

　
　

福
岡
神
和
教
会　

佐
伯　

良
子

◎
参
拾
五
万
円
以
上

　
　

大
阪
教
会　
　
　

湊　

喜
美
子

◎
弐
拾
万
円
以
上

　

導
不
動
院
遙
拝
所　

岩
﨑　

光
照

◎
壱
拾
五
万
円
以
上

　
　

大
分
石
鎚
教
会　

江
藤　

秀
人

　
　

香
春
教
会　
　
　

川
津　

守
秀

　
　

睦
美
教
会　
　
　

田
窪　

一
善

　
　

葉
山
教
会　
　
　

岡
村　

信
一

　
　

吉
見
教
会　
　
　

加
藤　

法
泰

◎
壱
拾
万
円
以
上

　
　

大
打
山
遙
拝
所　

石
﨑　

昌
司

　
　

吉
田
教
会　
　
　

越
智　

汀
祐

　
　

神
明
遥
拝
所　
　

大
西
サ
カ
エ

　
　

和
食
教
会　
　
　

安
岡
桂
一
郎

　
　

佐
川
教
会　
　
　

片
岡　

抄
織

　
　

㈱
浦
松
興
産　
　

浦
松　

大
八

　
　

霊
威
教
会　
　
　

中
西　

幸
男

　
　

大
分
市　
　
　
　

中
西　

幸
男

　
　

大
分
石
鎚
教
会
勝
山
遙
拝
所

　
　

東
雲
講
社　
　
　

黒
田　

明
子

　
　

宇
和
島
市　
　
　

入
江　

伸
明

◎
八
万
円
以
上

　
　

愛
知
遙
拝
所　
　

澁
谷
恵
美
子

◎
七
万
円
以
上

　
　

福
山
市　
　
　
　

赤
坂
教
会

◎
六
万
円
以
上

　
　

富
海
教
会　
　
　

松
岡　

英
二

◎
五
万
円
以
上

　
　

穂
波
教
会　
　
　

越
智　

節
子

　
　

北
九
州
市　
　
　

門
司
教
会

　
　

西
条
市　
　
　
　

十
亀　

興
美

　
　

高
松
市　
　
　
　

大
髙　

久
呼

　
　

下
関
市　
　
　
　

下
関
教
会

　
　

防
府
教
会　
　
　

山
中　

將
史

　
　

福
山
市　
　
　
　

岡
本　

嘉
孝

　
　

石
鎚
登
山
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤　

和
豊

　
　

別
府
市　
　
　
　

浦
松　
　

傳

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

　

五
千
円
以
上
の
お
初
穂
奉
納
者
に

つ
き
ま
し
て
は
、
本
社
手
水
舎
前
に

掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

境
内
に
あ
る
祖
霊
殿
。
石
鎚
山
開

山
の
祖
・
役
小
角
を
は
じ
め
社
司
・

宮
司
、
霊
峰
石
鎚
の
為
に
お
力
添
え

を
戴
き
ま
し
た
先
達
・
教
師
に
し
て

帰
天
さ
れ
ま
し
た
方
々
を
お
祀
り
し

て
お
り
、
毎
年
四
月
・
十
月
の
六
日
、

午
前
十
時
よ
り
例
大
祭
並
び
に
合
祀

祭
を
斎
行
し
て
い
ま
す
。

　

春
季
例
大
祭
は
桜
花
爛
漫
の
中
、

関
係
御
遺
族
・
神
社
役
員
の
ご
参
列

を
戴
き
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

合
祀
さ
れ
ま
し
た
御
霊
の
在
り
し

日
の
面
影
を
偲
び
、
思
い
出
の
数
々

を
顧
み
る
中
に
凛
と
し
た
お
姿
、
ま

た
皆
を
導
く
大
き
な
背
中
、
優
し
い

お
顔
を
思
い
出
し
な
が
ら
御
霊
安
か

れ
と
祈
念
致
し
ま
し
た
。
先
達
・
教

師
の
皆
様
が
築
か
れ
ま
し
た
篤
き
志

を
、
ま
た
優
し
き
御
心
を
継
が
れ
ま

す
こ
と
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
合
祀
さ
れ
ま
し
た
新
祭
神

を
ご
紹
介
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

御
案
内

御
遺
族
様
に
は
該
当
の
命
日
月
（
毎

月
十
五
日
、
月
次
祭
終
了
後
・
案
内

は
月
を
先
取
り
し
て
い
ま
す
）
に
命

日
祭
の
御
案
内
を
差
し
上
げ
て
い
ま

す
。
住
所
変
更
あ
り
ま
す
方
は
ご
一

報
願
い
ま
す
。

※
祖
霊
殿
春
・
秋
例
大
祭
の
ご
案
内

は
新
祭
神
（
合
祀
該
当
者
）
と
過
去

三
年
以
内
に
合
祀
さ
れ
た
御
遺
族
の

方
へ
案
内
を
差
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

以
外
の
御
遺
族
様
も
、
是
非
と
も
御

参
列
戴
き
、
御
霊
和
め
の
祭
典
を
共

に
御
奉
仕
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

春
秋
大
祭
・
命
日
祭
へ
の
数
多
く

の
御
参
列
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

○
先
達
会
符
の
名
義
変
更
な
ど
お
済

み
で
な
い
御
遺
族
様
、
ま
た
ご
不
明

な
点
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
遠
慮
無
く

神
社
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

元
老
大
顧
問

権
中
教
正

　
　
　

古
門　

孝
義　

大
人
命

元
老

　
　
　

岡
本
ト
ミ
子　

刀
自
命

元
老

　
　
　

深
川　

宮
子　

刀
自
命

名
誉
部
長

少
講
義

　
　
　

池
田　

春
登　

大
人
命

副
監
長

　
　
　

深
川　

善
平　

大
人
命

取
締

　
　
　

井
上　

克
子　

刀
自
命

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
順
不
同
）
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石
鎚
神
社
本
社　

春
の
御
大
祭

東
予
崇
敬
組
合　

徳
島
支
部

支
部
長　

武
田
喜
善　

名
誉
部
長

　

去
る
四
月
五
日
、
石
鎚
神
社
本

社
の
春
の
御
大
祭
「
さ
く
ら
祭
」
に
、

東
予
崇
敬
組
合
徳
島
支
部
の
皆
さ

ま
が
、
投
げ
餅
を
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

　

石
鎚
大
神
様
へ
の
献
上
の
思
い

を
込
め
、
丹
念
に
一
つ
ず
つ
作
り

上
げ
て
の
ご
奉
納
で
す
。

　

皆
様
の
笑
顔
の
ご
奉
仕
に
、
大

神
様
も
お
喜
び
、
大
祭
当
日
は
実

に
盛
大
な
餅
投
げ
と
な
り
ま
し
た
。

　

深
く
御
礼
を
申
し
上
げ
、
ご
奉

仕
の
皆
さ
ま
の
ご
紹
介
と
致
し
ま

す
。

　

権
宮
司　

十
亀　

博
行

　
　

ご
奉
仕
・
ご
奉
納
者

　

武
田　

喜
善  

・  

石
井
富
三
子

　

藤
本　

敏
男  

・  

藤
本　

園
枝

星
川　

弘
明  

・  

森
岡　

政
和

　

森
岡
百
合
香  

・  

河
合　

純
子

　

梶
浦　

和
恵  

・  

武
田
み
ど
り

　

上
田
佐
知
子  

・  

住
友　

敬
子

　

渡
辺　

功
子  

・  

六
車　

君
子

　

平
岡　

武
子  

・  

藤
本　

優
里

　

藤
本　

幹
世  

・  

定
岡　

凡
悟

　

上
田　

結
麻  

・  

上
田　

空
璃

　

上
地
あ
ゆ
み  

・  

岩
見　

正
子

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

四
月
六
日

　

祖
霊
殿 

春
季
例
大
祭
・
合
祀
祭
斎
行

四
月
六
日

祖
霊
殿
春
季
例
大
祭
・
合
祀
祭
斎
行

令
和
六
年　

四
月
六
日

　
　
　
祖
霊
殿
合
祀
祭
神
名

令
和
六
年　

四
月
六
日

　
　
　
祖
霊
殿
合
祀
祭
神
名

令
和
六
年
二
月
一
日
〜

令
和
六
年
三
月
末
日

《
本　

社
》

◎
壱
百
万
円

松
山
市　
　
　
　

伊
藤　
　

博

◎
五
拾
万
円
以
上

松
山
市　
　
　
　

不
動
教
会　

◎
参
拾
万
円

来
島　

源
治

◎
壱
拾
万
円
以
上

尾
道
市　
　
　
　

西
原　

善
久

栃
木
市　
　
　
　
（
株
）阿　

部

◎
五
万
円
以
上

福
岡
神
和
教
会　

佐
伯　

良
子

北
九
州
市　
　
　

古
門　

君
代

千
葉
県　
　
　
　

木
村　

篤
子

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

　

真
心
の
ご
浄
財
・
御
奉
納
を
賜
り

ま
し
た
皆
様
に
は
、
ご
奉
賛
心
よ
り

厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

文
責　

権
禰
宜　

大
岡

投
げ
餅　

ご
奉
納

投
げ
餅　

ご
奉
納

お
初
穂
奉
納
者

お
初
穂
奉
納
者

お
初
穂
奉
納
者

四
月
五
日

石
鎚
神
社
春
季
例
大
祭

　

五
万
円
以
上
ご
奉
納
い
た
だ
き

　

ま
し
た
皆
様

《
本　

社
》

◎
四
拾
六
万
円
以
上

　
　

福
岡
神
和
教
会　

佐
伯　

良
子

◎
参
拾
五
万
円
以
上

　
　

大
阪
教
会　
　
　

湊　

喜
美
子

◎
弐
拾
万
円
以
上

　

導
不
動
院
遙
拝
所　

岩
﨑　

光
照

◎
壱
拾
五
万
円
以
上

　
　

大
分
石
鎚
教
会　

江
藤　

秀
人

　
　

香
春
教
会　
　
　

川
津　

守
秀

　
　

睦
美
教
会　
　
　

田
窪　

一
善

　
　

葉
山
教
会　
　
　

岡
村　

信
一

　
　

吉
見
教
会　
　
　

加
藤　

法
泰

◎
壱
拾
万
円
以
上

　
　

大
打
山
遙
拝
所　

石
﨑　

昌
司

　
　

吉
田
教
会　
　
　

越
智　

汀
祐

　
　

神
明
遥
拝
所　
　

大
西
サ
カ
エ

　
　

和
食
教
会　
　
　

安
岡
桂
一
郎

　
　

佐
川
教
会　
　
　

片
岡　

抄
織

　
　

㈱
浦
松
興
産　
　

浦
松　

大
八

　
　

霊
威
教
会　
　
　

中
西　

幸
男

　
　

大
分
市　
　
　
　

中
西　

幸
男

　
　

大
分
石
鎚
教
会
勝
山
遙
拝
所

　
　

東
雲
講
社　
　
　

黒
田　

明
子

　
　

宇
和
島
市　
　
　

入
江　

伸
明

◎
八
万
円
以
上

　
　

愛
知
遙
拝
所　
　

澁
谷
恵
美
子

◎
七
万
円
以
上

　
　

福
山
市　
　
　
　

赤
坂
教
会

◎
六
万
円
以
上

　
　

富
海
教
会　
　
　

松
岡　

英
二

◎
五
万
円
以
上

　
　

穂
波
教
会　
　
　

越
智　

節
子

　
　

北
九
州
市　
　
　

門
司
教
会

　
　

西
条
市　
　
　
　

十
亀　

興
美

　
　

高
松
市　
　
　
　

大
髙　

久
呼

　
　

下
関
市　
　
　
　

下
関
教
会

　
　

防
府
教
会　
　
　

山
中　

將
史

　
　

福
山
市　
　
　
　

岡
本　

嘉
孝

　
　

石
鎚
登
山
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤　

和
豊

　
　

別
府
市　
　
　
　

浦
松　
　

傳

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

　

五
千
円
以
上
の
お
初
穂
奉
納
者
に

つ
き
ま
し
て
は
、
本
社
手
水
舎
前
に

掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

境
内
に
あ
る
祖
霊
殿
。
石
鎚
山
開

山
の
祖
・
役
小
角
を
は
じ
め
社
司
・

宮
司
、
霊
峰
石
鎚
の
為
に
お
力
添
え

を
戴
き
ま
し
た
先
達
・
教
師
に
し
て

帰
天
さ
れ
ま
し
た
方
々
を
お
祀
り
し

て
お
り
、
毎
年
四
月
・
十
月
の
六
日
、

午
前
十
時
よ
り
例
大
祭
並
び
に
合
祀

祭
を
斎
行
し
て
い
ま
す
。

　

春
季
例
大
祭
は
桜
花
爛
漫
の
中
、

関
係
御
遺
族
・
神
社
役
員
の
ご
参
列

を
戴
き
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

合
祀
さ
れ
ま
し
た
御
霊
の
在
り
し

日
の
面
影
を
偲
び
、
思
い
出
の
数
々

を
顧
み
る
中
に
凛
と
し
た
お
姿
、
ま

た
皆
を
導
く
大
き
な
背
中
、
優
し
い

お
顔
を
思
い
出
し
な
が
ら
御
霊
安
か

れ
と
祈
念
致
し
ま
し
た
。
先
達
・
教

師
の
皆
様
が
築
か
れ
ま
し
た
篤
き
志

を
、
ま
た
優
し
き
御
心
を
継
が
れ
ま

す
こ
と
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
合
祀
さ
れ
ま
し
た
新
祭
神

を
ご
紹
介
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

御
案
内

御
遺
族
様
に
は
該
当
の
命
日
月
（
毎

月
十
五
日
、
月
次
祭
終
了
後
・
案
内

は
月
を
先
取
り
し
て
い
ま
す
）
に
命

日
祭
の
御
案
内
を
差
し
上
げ
て
い
ま

す
。
住
所
変
更
あ
り
ま
す
方
は
ご
一

報
願
い
ま
す
。

※
祖
霊
殿
春
・
秋
例
大
祭
の
ご
案
内

は
新
祭
神
（
合
祀
該
当
者
）
と
過
去

三
年
以
内
に
合
祀
さ
れ
た
御
遺
族
の

方
へ
案
内
を
差
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

以
外
の
御
遺
族
様
も
、
是
非
と
も
御

参
列
戴
き
、
御
霊
和
め
の
祭
典
を
共

に
御
奉
仕
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

春
秋
大
祭
・
命
日
祭
へ
の
数
多
く

の
御
参
列
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

○
先
達
会
符
の
名
義
変
更
な
ど
お
済

み
で
な
い
御
遺
族
様
、
ま
た
ご
不
明

な
点
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
遠
慮
無
く

神
社
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

元
老
大
顧
問

権
中
教
正

　
　
　

古
門　

孝
義　

大
人
命

元
老

　
　
　

岡
本
ト
ミ
子　

刀
自
命

元
老

　
　
　

深
川　

宮
子　

刀
自
命

名
誉
部
長

少
講
義

　
　
　

池
田　

春
登　

大
人
命

副
監
長

　
　
　

深
川　

善
平　

大
人
命

取
締

　
　
　

井
上　

克
子　

刀
自
命

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
順
不
同
）
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「
祈
り
、
命
蘇
る
」霊
峰
石
鎚
山
の

お
山
開
き
大
祭
が
目
前
に
迫
っ
て

参
り
ま
し
た
。

　

頂
上
社
で
は
頂
上
社
専
用
の
御

神
酒
（
一
升
紙
パ
ッ
ク
）
の
ご
奉
納

を
募
っ
て
お
り
ま
す
。

初
穂
料　

金
一
〇
、〇
〇
〇
円

　

ご
希
望
の
方
は
下
記
に
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
・
登
拝
日
・
郵

送
先
を
ご
記
入
の
上
、
本
社
へ

F
A
X
も
し
く
は
郵
送
に
て
お
申

し
込
み
下
さ
い
。

　

大
祭
後
、
お
下
が
り
を
発
送
い
た

し
ま
す
。準
備
の
都
合
上
、
締
切
は

六
月
二
十
日
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

奉
納
者
の
ご
芳
名
を
頂
上
山
荘

内
に
掲
示
致
し
ま
す
の
で
、
取
り
ま

と
め
て
お
申
し
込
み
の
方
は
、
奉
納

者
全
員
分
の
名
簿
を
お
知
ら
せ
下

さ
い
。尚
、
お
下
が
り
の
発
送
先
も

忘
れ
ず
ご
記
入
下
さ
い
。

　

お
山
開
き
大
祭
中
、
頂
上
へ
ご
登

拝
さ
れ
ま
す
方
は
、
登
拝
日
も
ご
記

入
下
さ
い
。

※
毎
年
奉
納
さ
れ
て
い
ま
す
方
へ

は
例
年
通
り
ご
案
内
を
発
送
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
を

ご
活
用
下
さ
い
。

申
込
先

〒
七
九
三

－

八
五
五
五

愛
媛
県
西
条
市
西
田
甲
七
九
七

石
鎚
神
社
頂
上
社
御
神
酒
奉
納

　
　

担
当　

権
禰
宜　

勝
本
貴
大

℡
〇
八
九
七

－

五
五

－

四
〇
四
四

℻
〇
八
九
七

－

五
五

－

七
二
四
二

お
山
開
き
大
祭　

頂
上
社

「
祈
り
、
命
蘇
る 開開開開

おおおおおおおおおおおお
山山山山山山山山山山山山山山山山山
開開

おおおおおおおおおおおおお
山山山山山山山
開開

お
山
開
き
大
祭　

頂
上
社

御
神
酒
奉
納
の
ご
案
内

る
」霊
峰
石
鎚
山
の

が
目
前
に
迫
っ
て

お
山
開
き
大
祭
中
、
頂
上
へ
ご
登

拝
さ
れ
ま
す
方
は
、
登
拝
日
も
ご
記

る
」霊
峰
石
鎚
山
の

お
山
開
き
大
祭
中
、
頂

頂頂頂頂
上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上
社社社社社社社社社社社社

頂頂
上上上上上上
社社社社社社

頂
上上上上上上上上上上上上上
頂
上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上
社社社社社社社社社社

祭祭祭祭祭祭祭祭

頂頂頂頂頂頂

祭祭祭祭祭祭

頂頂頂頂頂頂頂

祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭

頂頂頂頂頂頂頂頂頂頂頂頂

開開開開
きききききききききききき
大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大

開
き
大大大大大大大大

開
ききききききき
開
ききききききききき
大大大大大大大大大大大大大大大大大
き
大大大大大大大大大大大

案
内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内
案案
内内内
案
内内内内内内
案案案案
内内内内内内
案案案案案
内

御
神
酒
奉
納
の
ごごごごごごごごごご
案
ごごごごごごごごごごごご
案案案案案案案案案
ごごごごごごごごごごご
案
ごごごごごごごごごごごごごごごごごごご
案案案案案案案
ごごごごご
案案

奉奉奉奉奉奉奉奉奉奉奉奉
納納納納納納納
ののののののののののののの

奉奉奉奉奉奉奉奉奉奉奉奉奉奉
納納納納納
ののののののの

奉奉奉奉奉奉奉奉奉奉奉奉奉奉奉
納納納納納納納納納納納納
のののののののの

奉
納納納納納
ののののの

御御御御御御
神神神神神神神
酒酒酒酒酒酒
奉奉奉奉奉奉奉

御御
神神神神神神
酒酒酒酒
奉

御御御御御御御御御御御御
神神神神神神神神神神
酒酒酒
奉奉奉奉奉

御
神神神神神神神神
酒酒酒酒
奉

御御御御御御御御御御御御御御御御御御御御御御
神
酒
奉
納
の
ご
案
内

お山開き大祭　頂上社　御神酒奉納　申込書 令和　　年　　月　　日

1件（1人）に付き10,000円　　　◎送金方法　①郵便振替　②銀行送金　③現金書留

〒

代表者 氏名 住所

御神酒奉納者名簿

〒

〒

〒

初穂料合計一金　　　　　　　円也

電話番号

電話番号

登拝日

郵送先
（○をお付け下さい）

直送 ・ 代表者へ

直送 ・ 代表者へ

郵送先
（○をお付け下さい）

郵送先
（○をお付け下さい）

登拝日

登拝日

電話番号

氏名

住所

氏名

住所

氏名

住所 直送 ・ 代表者へ

「
預
か
り
賽
銭
」と
は

　

石
鎚
神
社
・
石
鎚
本
教
の
三
つ

の
大
祭
に
於
き
ま
し
て
、
期
間
中

に
ご
参
拝
出
来
な
い
信
徒
の
皆
様

が
、
ご
代
表
様
、
お
世
話
人
様
に

代
理
参
拝
を
お
願
い
し
、
皆
様
方

の
お
賽
銭
を
ご
奉
納
頂
く
事
で
す
。

　

こ
の
「
ご
奉
納
」
を
通
じ
て
、

よ
り
多
く
皆
様
方
に
、
大
神
様
の

ご
神
徳
を
拝
受
し
て
頂
き
た
く
存

じ
ま
す
。

　

各
教
会
・
遙
拝
所
・
講
社
の
ご
代

表
様
は
、御
神
徳
発
揚
の
為
、一
人
で

も
多
く
の
信
徒
皆
様
方
へ
、ご
協
力

を
お
伝
え
し
て
頂
き
た
く
存
じ
ま
す
。

　

ま
た
、
各
教
会
・
遙
拝
所
・
講

社
に
所
属
の
皆
様
方
は
、
ご
代
表

様
、
お
世
話
人
様
に
お
尋
ね
下
さ

い
。
お
世
話
人
様
が
ご
不
明
な
方

は
、
本
社
へ
ご
連
絡
を
お
願
い
し

ま
す
。 預

か
り
賽
銭
の
お
願
い

預
か
り
賽
銭
の
お
願
い

預
か
り
賽
銭
の
お
願
い

春
季
例
大
祭

　

毎
年
四
月
四
日
〜
七
日

　
　
　

（
例
大
祭
は
五
日
）

夏
山
開
き
大
祭

　

毎
年
七
月
一
日
〜
十
日

秋
季
例
大
祭

　

毎
年
十
月
四
日
〜
七
日

　
　
　

（
例
大
祭
は
五
日
）

◎
お
供
え
頂
い
た「
預
か
り
賽
銭
」の

初
穂
料
に
よ
り
、大
祭
毎
に
定
め
ら

れ
た
御
神
札
を
お
世
話
人
様
へ
お
預

け
致
し
ま
す
。後
ほ
ど
お
受
け
取
り

い
た
だ
き
、お
祀
り
く
だ
さ
い
ま
せ
。

※
預
か
り
賽
銭
の
帳
面
は
、
大
祭

の
約
二
ヶ
月
前
ま
で
に
は
お
届
け

い
た
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

愛
媛
県
西
条
市
西
田
甲
七
九
七

石
鎚
神
社
・
石
鎚
本
教

℡
〇
八
九
七
―
五
五
―
四
〇
四
四

℻
〇
八
九
七
―
五
五
―
七
二
四
二

西
条
協
和
教
会
長

　
　
　
　
　

秋
山
一
幸

氏
子
立
螺
之
会　

他
1
1
名

伊
藤
綱
男　

他
1
1
名

石
鎚
神
社　

青
組
一
同

曽
我
部
保　

他
3
0
名

髙
橋
政
子　

他
2
0
名

桑
名
義
文　

他
1
3
名

工
藤
文
也　

他
2
0
名

工
藤
啓
太　

他
1
9
名

工
藤
増
美　

他
1
6
名

　

神
社
の
各
大
祭
に
掲
揚
す
る
予

定
で
す
。
大
迫
力
の
大
幟
旗
、
是

非
参
拝
の
折
に
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ご
奉
納
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

記　

権
禰
宜　

十
亀

　

石
鎚
神
社
氏
子
会
が
本
社
神
門
前

の
大
幟
旗
を
新
調
し
、
奉
納
い
た
し

ま
し
た
。

　

氏
子
会
を
中
心
に
有
志
の
皆
様
に

も
ご
協
力
い
た
だ
き
、
奉
納
す
る
運

び
と
な
り
ま
し
た
。

御
寄
付
奉
納
者
御
芳
名

順
不
同
・
敬
称
略

氏
子
会
会
長　
　

岩
本
廣
志

氏
子
会
世
話
人　

曽
我
政
夫他

2
3
名

常
務
総
代　
　
　

十
亀
貴
文他

2
3
名

氏
子
総
代　
　
　

藤
原　

拓他
1
0
名

西
条
周
桑
崇
敬
組
合
長

佐
伯
義
明
他
9
名

石
鎚
神
社
氏
子
会　

大
幟
旗
奉
納
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「
祈
り
、
命
蘇
る
」霊
峰
石
鎚
山
の

お
山
開
き
大
祭
が
目
前
に
迫
っ
て

参
り
ま
し
た
。

　

頂
上
社
で
は
頂
上
社
専
用
の
御

神
酒
（
一
升
紙
パ
ッ
ク
）
の
ご
奉
納

を
募
っ
て
お
り
ま
す
。

初
穂
料　

金
一
〇
、〇
〇
〇
円

　

ご
希
望
の
方
は
下
記
に
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
・
登
拝
日
・
郵

送
先
を
ご
記
入
の
上
、
本
社
へ

F
A
X
も
し
く
は
郵
送
に
て
お
申

し
込
み
下
さ
い
。

　

大
祭
後
、
お
下
が
り
を
発
送
い
た

し
ま
す
。準
備
の
都
合
上
、
締
切
は

六
月
二
十
日
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

奉
納
者
の
ご
芳
名
を
頂
上
山
荘

内
に
掲
示
致
し
ま
す
の
で
、
取
り
ま

と
め
て
お
申
し
込
み
の
方
は
、
奉
納

者
全
員
分
の
名
簿
を
お
知
ら
せ
下

さ
い
。尚
、
お
下
が
り
の
発
送
先
も

忘
れ
ず
ご
記
入
下
さ
い
。

　

お
山
開
き
大
祭
中
、
頂
上
へ
ご
登

拝
さ
れ
ま
す
方
は
、
登
拝
日
も
ご
記

入
下
さ
い
。

※
毎
年
奉
納
さ
れ
て
い
ま
す
方
へ

は
例
年
通
り
ご
案
内
を
発
送
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
を

ご
活
用
下
さ
い
。

申
込
先

〒
七
九
三

－

八
五
五
五

愛
媛
県
西
条
市
西
田
甲
七
九
七

石
鎚
神
社
頂
上
社
御
神
酒
奉
納

　
　

担
当　

権
禰
宜　

勝
本
貴
大

℡
〇
八
九
七

－

五
五

－

四
〇
四
四

℻
〇
八
九
七

－

五
五

－

七
二
四
二

お
山
開
き
大
祭　

頂
上
社

「
祈
り
、
命
蘇
る 開開開開

おおおおおおおおおおおお
山山山山山山山山山山山山山山山山山
開開

おおおおおおおおおおおおお
山山山山山山山
開開

お
山
開
き
大
祭　

頂
上
社

御
神
酒
奉
納
の
ご
案
内

る
」霊
峰
石
鎚
山
の

が
目
前
に
迫
っ
て

お
山
開
き
大
祭
中
、
頂
上
へ
ご
登

拝
さ
れ
ま
す
方
は
、
登
拝
日
も
ご
記

る
」霊
峰
石
鎚
山
の

お
山
開
き
大
祭
中
、
頂

頂頂頂頂
上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上
社社社社社社社社社社社社

頂頂
上上上上上上
社社社社社社

頂
上上上上上上上上上上上上上
頂
上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上
社社社社社社社社社社

祭祭祭祭祭祭祭祭

頂頂頂頂頂頂

祭祭祭祭祭祭

頂頂頂頂頂頂頂

祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭

頂頂頂頂頂頂頂頂頂頂頂頂

開開開開
きききききききききききき
大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大

開
き
大大大大大大大大

開
ききききききき
開
ききききききききき
大大大大大大大大大大大大大大大大大
き
大大大大大大大大大大大

案
内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内
案案
内内内
案
内内内内内内
案案案案
内内内内内内
案案案案案
内

御
神
酒
奉
納
の
ごごごごごごごごごご
案
ごごごごごごごごごごごご
案案案案案案案案案
ごごごごごごごごごごご
案
ごごごごごごごごごごごごごごごごごごご
案案案案案案案
ごごごごご
案案

奉奉奉奉奉奉奉奉奉奉奉奉
納納納納納納納
ののののののののののののの

奉奉奉奉奉奉奉奉奉奉奉奉奉奉
納納納納納
ののののののの

奉奉奉奉奉奉奉奉奉奉奉奉奉奉奉
納納納納納納納納納納納納
のののののののの

奉
納納納納納
ののののの

御御御御御御
神神神神神神神
酒酒酒酒酒酒
奉奉奉奉奉奉奉

御御
神神神神神神
酒酒酒酒
奉

御御御御御御御御御御御御
神神神神神神神神神神
酒酒酒
奉奉奉奉奉

御
神神神神神神神神
酒酒酒酒
奉

御御御御御御御御御御御御御御御御御御御御御御
神
酒
奉
納
の
ご
案
内

お山開き大祭　頂上社　御神酒奉納　申込書 令和　　年　　月　　日

1件（1人）に付き10,000円　　　◎送金方法　①郵便振替　②銀行送金　③現金書留

〒

代表者 氏名 住所

御神酒奉納者名簿

〒

〒

〒

初穂料合計一金　　　　　　　円也

電話番号

電話番号

登拝日

郵送先
（○をお付け下さい）

直送 ・ 代表者へ

直送 ・ 代表者へ

郵送先
（○をお付け下さい）

郵送先
（○をお付け下さい）

登拝日

登拝日

電話番号

氏名

住所

氏名

住所

氏名

住所 直送 ・ 代表者へ

「
預
か
り
賽
銭
」と
は

　

石
鎚
神
社
・
石
鎚
本
教
の
三
つ

の
大
祭
に
於
き
ま
し
て
、
期
間
中

に
ご
参
拝
出
来
な
い
信
徒
の
皆
様

が
、
ご
代
表
様
、
お
世
話
人
様
に

代
理
参
拝
を
お
願
い
し
、
皆
様
方

の
お
賽
銭
を
ご
奉
納
頂
く
事
で
す
。

　

こ
の
「
ご
奉
納
」
を
通
じ
て
、

よ
り
多
く
皆
様
方
に
、
大
神
様
の

ご
神
徳
を
拝
受
し
て
頂
き
た
く
存

じ
ま
す
。

　

各
教
会
・
遙
拝
所
・
講
社
の
ご
代

表
様
は
、御
神
徳
発
揚
の
為
、一
人
で

も
多
く
の
信
徒
皆
様
方
へ
、ご
協
力

を
お
伝
え
し
て
頂
き
た
く
存
じ
ま
す
。

　

ま
た
、
各
教
会
・
遙
拝
所
・
講

社
に
所
属
の
皆
様
方
は
、
ご
代
表

様
、
お
世
話
人
様
に
お
尋
ね
下
さ

い
。
お
世
話
人
様
が
ご
不
明
な
方

は
、
本
社
へ
ご
連
絡
を
お
願
い
し

ま
す
。 預

か
り
賽
銭
の
お
願
い

預
か
り
賽
銭
の
お
願
い

預
か
り
賽
銭
の
お
願
い

春
季
例
大
祭

　

毎
年
四
月
四
日
〜
七
日

　
　
　

（
例
大
祭
は
五
日
）

夏
山
開
き
大
祭

　

毎
年
七
月
一
日
〜
十
日

秋
季
例
大
祭

　

毎
年
十
月
四
日
〜
七
日

　
　
　

（
例
大
祭
は
五
日
）

◎
お
供
え
頂
い
た「
預
か
り
賽
銭
」の

初
穂
料
に
よ
り
、大
祭
毎
に
定
め
ら

れ
た
御
神
札
を
お
世
話
人
様
へ
お
預

け
致
し
ま
す
。後
ほ
ど
お
受
け
取
り

い
た
だ
き
、お
祀
り
く
だ
さ
い
ま
せ
。

※
預
か
り
賽
銭
の
帳
面
は
、
大
祭

の
約
二
ヶ
月
前
ま
で
に
は
お
届
け

い
た
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

愛
媛
県
西
条
市
西
田
甲
七
九
七

石
鎚
神
社
・
石
鎚
本
教

℡
〇
八
九
七
―
五
五
―
四
〇
四
四

℻
〇
八
九
七
―
五
五
―
七
二
四
二

西
条
協
和
教
会
長

　
　
　
　
　

秋
山
一
幸

氏
子
立
螺
之
会　

他
1
1
名

伊
藤
綱
男　

他
1
1
名

石
鎚
神
社　

青
組
一
同

曽
我
部
保　

他
3
0
名

髙
橋
政
子　

他
2
0
名

桑
名
義
文　

他
1
3
名

工
藤
文
也　

他
2
0
名

工
藤
啓
太　

他
1
9
名

工
藤
増
美　

他
1
6
名

　

神
社
の
各
大
祭
に
掲
揚
す
る
予

定
で
す
。
大
迫
力
の
大
幟
旗
、
是

非
参
拝
の
折
に
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ご
奉
納
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

記　

権
禰
宜　

十
亀

　

石
鎚
神
社
氏
子
会
が
本
社
神
門
前

の
大
幟
旗
を
新
調
し
、
奉
納
い
た
し

ま
し
た
。

　

氏
子
会
を
中
心
に
有
志
の
皆
様
に

も
ご
協
力
い
た
だ
き
、
奉
納
す
る
運

び
と
な
り
ま
し
た
。

御
寄
付
奉
納
者
御
芳
名

順
不
同
・
敬
称
略

氏
子
会
会
長　
　

岩
本
廣
志

氏
子
会
世
話
人　

曽
我
政
夫他

2
3
名

常
務
総
代　
　
　

十
亀
貴
文他

2
3
名

氏
子
総
代　
　
　

藤
原　

拓他
1
0
名

西
条
周
桑
崇
敬
組
合
長

佐
伯
義
明
他
9
名

石
鎚
神
社
氏
子
会　

大
幟
旗
奉
納

第769号 （二ヶ月一回一日発行） 令和６年５月１日石　鎚　社　報 第769号 （二ヶ月一回一日発行） 令和６年５月１日石　鎚　社　報
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先
ず
新
理
事
任
命
書
が

　

脇
町
遙
拝
所
支
部　

藤
本
幹
世

理
事
と
伊
予
教
会
支
部　

肥
田
真

由
美
理
事
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

○
議
案
審
議
事
項

令
和
五
年
度
事
業
報
告

令
和
五
年
度
決
算
書

創
立
五
十
五
周
年
報
告

令
和
六
年
度
事
業
計
画

（
教
化
・
研
修
・
庶
務
・
財
務
）

　

各
部
会　

事
業
計
画
報
告

令
和
六
年
度
予
算
書

そ
の
他

・
能
登
半
島
地
震
義
捐
金
の
件

・
春
季
例
大
祭
の
件

　

去
る
二
月
二
十
日
、
石
鎚
神
社

本
社
に
お
き
ま
し
て
会
員
三
十
一

名
、
本
社
よ
り
は
武
智
宮
司
を
始

め
常
務
総
代
・
氏
子
総
代
・
本
教

理
事
・
組
合
長
・
教
会
長
・
遥
拝

所
長
な
ど
十
五
名
の
役
員
の
方
々

の
ご
出
席
を
い
た
だ
き
総
勢
五
十

四
名
の
参
加
の
中
、
石
鎚
敬
神
婦

人
会
本
部
役
員
総
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
も

五
類
へ
移
行
し
、
コ
ロ
ナ
前
の
形

に
戻
る
中
、
午
前
八
時
三
十
分
か

ら
御
本
殿
に
お
き
ま
し
て
開
会
奉

告
祭
・
御
神
像
拝
戴
の
神
事
が
執

り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

近
日
季
節
外
れ
の
暖
か
い
朝
を

迎
え
る
中
、
岡
村
会
長
を
始
め
役

員
と
参
加
の
会
員
が
心
一
つ
に
御

神
像
拝
戴
を
奉
仕
し
、
滞
り
な
く

神
事
を
取
り
納
め
ま
し
た
。

　

会
場
を
神
社
会
館
に
移
し
、
本

部
役
員
総
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

- ８ -

【
奉
納
場
所
】

◯
頂
上
社
周
辺　
　
　
　

十
本

◯
二
ノ
鎖
小
屋
周
辺　
　

六
本

◯
本
社
本
殿
周
辺　
　

十
四
本

【
奉
納
料
】

◯
金
、
五
千
円
也(

一
本)

※

奉
納
場
所
は
先
着
順
に
て
お
受
け
い
た
し
ま
す
が
、
ご
希
望
に
添
え
な
い

　

場
合
は
ご
了
承
下
さ
い
。

※

荒
天
時
は
幟
を
格
納
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※

申
込
を
い
た
だ
き
ま
し
た
ら
、
振
込
用
紙
を
送
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※

ご
不
明
な
点
は
、
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

℡
０
８
９
７
ー
５
５
ー
４
０
４
４　

（
担
当　

禰
宜　

大
岡
）

令
和
六
年

霊
峰
石
鎚
山
お
山
開
き
大
祭

　

幟
旗
奉
納
者
募
集
（
三
十
本
限
定
）

・
青
少
年
錬
成
会
の
件

・
お
宮
で
文
化
祭
の
件

・
頒
布
品
一
部
値
上
げ
の
件

が
審
議
さ
れ

議
案
審
議
事
項
は
そ
れ
ぞ
れ
満

場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

○
創
立
五
十
五
周
年
報
告
で
は
、

記
念
事
業
と
し
て
一
握
り
会
計
よ

り
、
神
社
会
館
会
議
用
テ
ー
ブ
ル

を
四
十
台
贈
呈
し
、
初
め
て
の
総

会
の
開
催
を
迎
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
研
修
旅
行
で
は
、
土
小

屋
遙
拝
殿
参
拝
を
十
一
月
六
・
七

日
の
一
泊
二
日
で
実
施
し
、
御
神

像
拝
戴
神
事
後
、
工
事
の
現
状
説

明
や
現
場
を
見
学
し
道
後
温
泉
に

て
懇
親
を
深
め
ま
し
た
。

○
能
登
半
島
地
震
神
社
義
捐
金

は
、
一
握
り
会
計
よ
り
三
十
万
円

捻
出
し
、
神
社
本
庁
経
由
で
被
災

地
へ
送
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
春
祭
り
に
は
『
敬
神
婦
人
会
の

手
踊
り
』
と
島
本
副
会
長
に
振
付

け
い
た
だ
い
た
『
石
鎚
山
』
を
奉

納
す
る
予
定
で
す
。

○「
た
か
ね
」
は
会
員
皆
さ
ん
で

作
る
会
報
で
す
。
お
か
げ
話
、
郷

土
料
理
、
料
理
の
簡
単
レ
シ
ピ
、

民
謡
、
俳
句
、
短
歌
、
家
庭
の
知

恵
袋
、
な
ぞ
な
ぞ
、
お
知
ら
せ
等

投
稿
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

分
科
会
で
は
支
部
の
紹
介
や
、

支
部
の
活
動
な
ど
の
記
事
を
掲
載

し
て
は
と
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

四
月
の
春
季
例
大
祭
ま
で
に
記
事

が
あ
り
ま
し
た
ら
原
稿
を
お
寄
せ

願
い
ま
す
。

○
恒
例
の
お
宮
で
文
化
祭
『
奉
納

い
し
づ
ち
泣
き
相
撲
』
は
、
今
年

五
月
六
日
（
月
）
の
予
定
で
す
。

○
事
業
品
『
石
鎚
魔
よ
け
猿
』
は
、

石
鎚
み
や
げ
の
伝
統
で
あ
り
ま

す
。
神
社
会
館
に
て
今
年
四
九
五

個
販
売
致
し
ま
し
た
。

　

石
鎚
山
の
伝
統
を
継
承
す
べ

く
、
多
く
の
方
に
お
求
め
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

○
本
年
第
五
十
七
回
の
石
鎚
青
少

石
鎚
敬
神
婦
人
会
本
部
役
員
総
会

　
　
　
　
　
　
　
　

二
月
二
十
日
開
催

石
鎚
敬
神
婦
人
会
本
部
役
員
総
会

　
　
　
　
　
　
　
　

二
月
二
十
日
開
催

○
ま
た
、「
古
切
手
」
の
収
集
を
継

続
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。
海
外
の

子
供
た
ち
の
予
防
接
種
等
、
医
薬

品
を
購
入
す
る
資
金
と
な
り
ま
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、

切
手
に
つ
き
ま
し
て
は
周
囲
五
ミ

リ
以
上
離
し
て
、
切
り
取
っ
て
お

集
め
く
だ
さ
い
。

発
送
は

石
鎚
神
社　

敬
神
婦
人
会　

宛

へ
お
願
い
し
ま
す
。

　

今
年
度
も
会
長
を
扇
の
要
と
し

て
、
会
員
一
同
心
を
一
つ
に
敬
神

婦
人
の
輪
を
広
げ
、
頑
張
っ
て
行

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
理
解
と

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

禰
宜　

大
岡
記

年
錬
成
会
は
八
月
十
七
日
（
土
）

〜
十
九
日
（
月
）
二
泊
三
日
に
て

行
わ
れ
ま
す
。
敬
神
婦
人
会
か
ら

も
旅
費
の
一
部
を
一
握
り
運
動
よ

り
助
成
し
て
い
ま
す
。

○
創
立
四
十
五
周
年
の
記
念
誌

「
石
鎚
山
の
お
か
げ
話
」
は
ご
依

頼
が
あ
れ
ば
贈
呈
い
た
し
ま
す
。

○
春
・
秋
の
大
祭
に
て
花
神
輿
の

ご
奉
仕
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
今
年
も
多
く
の
会
員
と
共
に

盛
り
上
げ
た
く
思
っ
て
お
り
ま

す
。
ご
参
加
を
宜
し
く
お
願
い
し

ま
す
。
お
茶
席
も
、
実
施
し
ま
す

の
で
、
沢
山
の
方
々
に
お
越
し
願

え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

○
会
費
は
敬
神
婦
人
会
の
活
動
資

金
で
す
。
未
納
の
支
部
に
は
改
め

て
お
知
ら
せ
を
い
た
し
ま
す
の
で

納
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
婦
人
会
事
業
と
し
て
国
旗
・
会

服
・
一
筆
箋
・
ジ
ャ
ー
ジ
・
魔
除

け
猿
な
ど
の
販
売
を
し
て
い
ま

す
。

　

今
年
度
よ
り
、
物
品
の
値
上
げ

の
為
一
部
価
格
の
変
更
を
い
た
し

ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
詳
し
く
は
会
報
「
た
か
ね
」

を
ご
覧
下
さ
い
。

岡村加代子会長
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先
ず
新
理
事
任
命
書
が

　

脇
町
遙
拝
所
支
部　

藤
本
幹
世

理
事
と
伊
予
教
会
支
部　

肥
田
真

由
美
理
事
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

○
議
案
審
議
事
項

令
和
五
年
度
事
業
報
告

令
和
五
年
度
決
算
書

創
立
五
十
五
周
年
報
告

令
和
六
年
度
事
業
計
画

（
教
化
・
研
修
・
庶
務
・
財
務
）

　

各
部
会　

事
業
計
画
報
告

令
和
六
年
度
予
算
書

そ
の
他

・
能
登
半
島
地
震
義
捐
金
の
件

・
春
季
例
大
祭
の
件

　

去
る
二
月
二
十
日
、
石
鎚
神
社

本
社
に
お
き
ま
し
て
会
員
三
十
一

名
、
本
社
よ
り
は
武
智
宮
司
を
始

め
常
務
総
代
・
氏
子
総
代
・
本
教

理
事
・
組
合
長
・
教
会
長
・
遥
拝

所
長
な
ど
十
五
名
の
役
員
の
方
々

の
ご
出
席
を
い
た
だ
き
総
勢
五
十

四
名
の
参
加
の
中
、
石
鎚
敬
神
婦

人
会
本
部
役
員
総
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
も

五
類
へ
移
行
し
、
コ
ロ
ナ
前
の
形

に
戻
る
中
、
午
前
八
時
三
十
分
か

ら
御
本
殿
に
お
き
ま
し
て
開
会
奉

告
祭
・
御
神
像
拝
戴
の
神
事
が
執

り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

近
日
季
節
外
れ
の
暖
か
い
朝
を

迎
え
る
中
、
岡
村
会
長
を
始
め
役

員
と
参
加
の
会
員
が
心
一
つ
に
御

神
像
拝
戴
を
奉
仕
し
、
滞
り
な
く

神
事
を
取
り
納
め
ま
し
た
。

　

会
場
を
神
社
会
館
に
移
し
、
本

部
役
員
総
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

- ８ -

【
奉
納
場
所
】

◯
頂
上
社
周
辺　
　
　
　

十
本

◯
二
ノ
鎖
小
屋
周
辺　
　

六
本

◯
本
社
本
殿
周
辺　
　

十
四
本

【
奉
納
料
】

◯
金
、
五
千
円
也(

一
本)

※
奉
納
場
所
は
先
着
順
に
て
お
受
け
い
た
し
ま
す
が
、
ご
希
望
に
添
え
な
い

　

場
合
は
ご
了
承
下
さ
い
。

※

荒
天
時
は
幟
を
格
納
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※

申
込
を
い
た
だ
き
ま
し
た
ら
、
振
込
用
紙
を
送
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※

ご
不
明
な
点
は
、
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

℡
０
８
９
７
ー
５
５
ー
４
０
４
４　

（
担
当　

禰
宜　

大
岡
）

令
和
六
年

霊
峰
石
鎚
山
お
山
開
き
大
祭

　

幟
旗
奉
納
者
募
集
（
三
十
本
限
定
）

・
青
少
年
錬
成
会
の
件

・
お
宮
で
文
化
祭
の
件

・
頒
布
品
一
部
値
上
げ
の
件

が
審
議
さ
れ

議
案
審
議
事
項
は
そ
れ
ぞ
れ
満

場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

○
創
立
五
十
五
周
年
報
告
で
は
、

記
念
事
業
と
し
て
一
握
り
会
計
よ

り
、
神
社
会
館
会
議
用
テ
ー
ブ
ル

を
四
十
台
贈
呈
し
、
初
め
て
の
総

会
の
開
催
を
迎
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
研
修
旅
行
で
は
、
土
小

屋
遙
拝
殿
参
拝
を
十
一
月
六
・
七

日
の
一
泊
二
日
で
実
施
し
、
御
神

像
拝
戴
神
事
後
、
工
事
の
現
状
説

明
や
現
場
を
見
学
し
道
後
温
泉
に

て
懇
親
を
深
め
ま
し
た
。

○
能
登
半
島
地
震
神
社
義
捐
金

は
、
一
握
り
会
計
よ
り
三
十
万
円

捻
出
し
、
神
社
本
庁
経
由
で
被
災

地
へ
送
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
春
祭
り
に
は
『
敬
神
婦
人
会
の

手
踊
り
』
と
島
本
副
会
長
に
振
付

け
い
た
だ
い
た
『
石
鎚
山
』
を
奉

納
す
る
予
定
で
す
。

○「
た
か
ね
」
は
会
員
皆
さ
ん
で

作
る
会
報
で
す
。
お
か
げ
話
、
郷

土
料
理
、
料
理
の
簡
単
レ
シ
ピ
、

民
謡
、
俳
句
、
短
歌
、
家
庭
の
知

恵
袋
、
な
ぞ
な
ぞ
、
お
知
ら
せ
等

投
稿
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

分
科
会
で
は
支
部
の
紹
介
や
、

支
部
の
活
動
な
ど
の
記
事
を
掲
載

し
て
は
と
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

四
月
の
春
季
例
大
祭
ま
で
に
記
事

が
あ
り
ま
し
た
ら
原
稿
を
お
寄
せ

願
い
ま
す
。

○
恒
例
の
お
宮
で
文
化
祭
『
奉
納

い
し
づ
ち
泣
き
相
撲
』
は
、
今
年

五
月
六
日
（
月
）
の
予
定
で
す
。

○
事
業
品
『
石
鎚
魔
よ
け
猿
』
は
、

石
鎚
み
や
げ
の
伝
統
で
あ
り
ま

す
。
神
社
会
館
に
て
今
年
四
九
五

個
販
売
致
し
ま
し
た
。

　

石
鎚
山
の
伝
統
を
継
承
す
べ

く
、
多
く
の
方
に
お
求
め
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

○
本
年
第
五
十
七
回
の
石
鎚
青
少

石
鎚
敬
神
婦
人
会
本
部
役
員
総
会

　
　
　
　
　
　
　
　

二
月
二
十
日
開
催

石
鎚
敬
神
婦
人
会
本
部
役
員
総
会

　
　
　
　
　
　
　
　

二
月
二
十
日
開
催

○
ま
た
、「
古
切
手
」
の
収
集
を
継

続
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。
海
外
の

子
供
た
ち
の
予
防
接
種
等
、
医
薬

品
を
購
入
す
る
資
金
と
な
り
ま
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、

切
手
に
つ
き
ま
し
て
は
周
囲
五
ミ

リ
以
上
離
し
て
、
切
り
取
っ
て
お

集
め
く
だ
さ
い
。

発
送
は

石
鎚
神
社　

敬
神
婦
人
会　

宛

へ
お
願
い
し
ま
す
。

　

今
年
度
も
会
長
を
扇
の
要
と
し

て
、
会
員
一
同
心
を
一
つ
に
敬
神

婦
人
の
輪
を
広
げ
、
頑
張
っ
て
行

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
理
解
と

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

禰
宜　

大
岡
記

年
錬
成
会
は
八
月
十
七
日
（
土
）

〜
十
九
日
（
月
）
二
泊
三
日
に
て

行
わ
れ
ま
す
。
敬
神
婦
人
会
か
ら

も
旅
費
の
一
部
を
一
握
り
運
動
よ

り
助
成
し
て
い
ま
す
。

○
創
立
四
十
五
周
年
の
記
念
誌

「
石
鎚
山
の
お
か
げ
話
」
は
ご
依

頼
が
あ
れ
ば
贈
呈
い
た
し
ま
す
。

○
春
・
秋
の
大
祭
に
て
花
神
輿
の

ご
奉
仕
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
今
年
も
多
く
の
会
員
と
共
に

盛
り
上
げ
た
く
思
っ
て
お
り
ま

す
。
ご
参
加
を
宜
し
く
お
願
い
し

ま
す
。
お
茶
席
も
、
実
施
し
ま
す

の
で
、
沢
山
の
方
々
に
お
越
し
願

え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

○
会
費
は
敬
神
婦
人
会
の
活
動
資

金
で
す
。
未
納
の
支
部
に
は
改
め

て
お
知
ら
せ
を
い
た
し
ま
す
の
で

納
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
婦
人
会
事
業
と
し
て
国
旗
・
会

服
・
一
筆
箋
・
ジ
ャ
ー
ジ
・
魔
除

け
猿
な
ど
の
販
売
を
し
て
い
ま

す
。

　

今
年
度
よ
り
、
物
品
の
値
上
げ

の
為
一
部
価
格
の
変
更
を
い
た
し

ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
詳
し
く
は
会
報
「
た
か
ね
」

を
ご
覧
下
さ
い
。

岡村加代子会長
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の
心
得
」、
十
亀
博
行
権
宮
司
・

宗
務
局
長
よ
り
「
神
社
本
教
の
概

要
」
の
講
話
を
頂
き
ま
し
た
。
午

後
は
正
坐
・
拝
の
角
度
・
笏
法
を

は
じ
め
と
す
る
基
礎
作
法
の
鍛

錬
、
夕
拝
前
に
は
翌
朝
行
わ
れ
る

「
禊
」
の
作
法
を
学
び
一
日
目
は

終
了
。

　

第
二
日
目
は
修
祓
を
は
じ
め
、

行
事
作
法
を
大
祭
式
に
則
り
実
技

を
行
い
行
事
作
法
の
円
熟
に
つ
と

め
、
夕
方
に
終
了
奉
告
祭
の
所
役

が
伝
え
ら
れ
て
二
日
目
終
了
。

　

最
終
日
は
、
講
習
会
の
習
熟
度

を
見
せ
て
頂
く
為
、
講
習
生
を
二

　

第
七
十
四
回
石
鎚
本
教
所
属
教

師
講
習
会
が
、
五
十
九
名
の
参
加

を
得
て
、
三
月
八
日
か
ら
二
泊
三

日
の
日
程
に
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

今
講
習
会
よ
り
主
幹
を
十
亀
雅

史
権
禰
宜
が
、
副
を
勝
本
権
禰
宜

が
務
め
、
祭
祀
の
厳
修
を
主
に
基

礎
作
法
・
行
事
作
法
を
中
心
と
し

た
講
習
で
、
二
日
目
三
日
目
の
早

朝
に
は
禊
を
行
い
、
心
身
共
々
に

鍛
え
る
講
習
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
日
目
の
午
前
中
に
は
本
殿
で

開
講
式
の
後
、
会
館
に
て
武
智
正

人
宮
司
・
管
長
よ
り
「
本
教
教
師

組
に
分
け
、
全
員
に
祭
典
の
所
役

を
割
り
当
て
、
終
了
奉
告
祭
を
大

祭
式
に
て
斎
行
致
し
ま
し
た
。

　

講
習
会
で
得
た
学
び
を
日
々
の

奉
仕
に
生
か
し
て
頂
き
、
今
後
更

な
る
活
躍
を
期
待
致
し
ま
す
。

　

ま
た
、
今
講
習
会
で
の
助
教
を

担
当
し
て
頂
き
ま
し
た
豊
友
会
の

皆
様
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

結
び
に
、
こ
の
講
習
会
に
ご
理

解
を
頂
き
ま
し
た
各
組
合
・
教
会
・

遙
拝
所
の
皆
様
に
感
謝
を
申
し
上

げ
、
ご
参
加
頂
き
ま
し
た
皆
様
の

ご
健
康
、
ご
多
幸
を
祈
念
し
、
報

告
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

記　

権
禰
宜　

曽
我
部
洋
輔

第
七
十
四
回
（
令
和
六
年
三
月
八
日
〜
十
日
）

　
　
　

石
鎚
本
教
所
属
教
師
講
習
会　

開
催

第
七
十
四
回
（
令
和
六
年
三
月
八
日
〜
十
日
）

　
　
　

石
鎚
本
教
所
属
教
師
講
習
会　

開
催

日
時　

三
月
十
七
日

祭
典　

午
前
十
時
〜

総
会　

午
前
十
一
時
半
〜

場
所　

伊
予
市
伊
予
郡
遥
拝
所

開
催
支
部　

伊
予
市
伊
予
郡
支
部

　

当
日
は
肌
寒
く
時
よ
り
雨
の
降

る
中
、
伊
予
市
伊
予
郡
の
水
口
泉

遥
拝
所
長
を
中
心
に
数
多
く
の
参

加
者
を
頂
き
、
本
社
よ
り
、
武
智

宮
司
・
田
窪
権
禰
宜
・
篠
塚
巫
女
・

沖
野
常
務
総
代
が
出
向
し
組
合
大

祭
と
定
例
総
会
が
執
り
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

先
ず
祭
典
は
、
伊
予
市
伊
予
郡

遥
拝
所
長
を
斎
主
に
厳
粛
に
斎
行

さ
れ
ま
し
た
。
祭
典
の
後
に
は
、

御
神
像
拝
戴
神
事
も
執
り
行
わ
れ

ま
し
た
。
続
い
て
定
例
総
会
で
は

水
口
泉
遙
拝
所
長
を
議
長
に
選
任

し
、
物
故
者
へ
の
黙
祷
に
始
ま
り
、

組
合
内
の
事
業
、
収
支
の
報
告
、

令
和
六
年
度
の
事
業
計
画
・
予
算

を
審
議
し
満
場
一
致
で
承
認
、
円

滑
に
議
事
を
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

総
会
後
の
直
会
も
、
和
や
か
な
雰

囲
気
の
中
、
親
睦
を
深
め
納
め
と

な
り
ま
し
た
。

　

次
回
は
、
西
宇
和
支
部
で
の
開

催
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
一
人
で

も
多
く
の
参
列
、
参
加
し
て
頂
け

た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
も
南
予
崇
敬
組
会
山
内
康

治
組
合
長
を
扇
の
要
と
し
て
役
員

が
一
つ
に
ま
と
ま
り
、
組
合
管
内

の
活
性
化
と
信
徒
の
皆
様
が
ご
多

幸
で
ご
健
康
で
あ
り
ま
す
こ
と
を

お
祈
り
し
て
ご
報
告
と
い
た
し
ま

す
。

権
禰
宜　

田
窪　

芳
弘　

記

愛
媛
県

　

石
鎚
神
社　

南
予
崇
敬
組
合

　
　

令
和
五
年
度

　
　
　

組
合
大
祭
定
例
総
会

組
合
長

　

山
内
康
治　

元
老
顧
問

　

去
る
三
月
二
十
四
日
（
日
）
広

島
県
福
山
市
の
赤
坂
教
会
に
お
い

て
午
前
十
時
よ
り
石
鎚
神
社
備
後

崇
敬
組
合
定
例
総
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

当
日
は
雨
の
降
る
中
、
備
後
崇

敬
組
合
管
内
各
地
よ
り
十
四
名
が

参
集
、
石
鎚
神
社
よ
り
は
、
大
岡

権
禰
宜
、
田
窪
権
禰
宜
が
出
席
。

　

岡
本
嘉
孝
副
組
合
長
を
議
長
と

し
て
総
会
が
執
り
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

神
社
に
一
礼
・
国
歌
斉
唱
・
物

故
者
へ
の
黙
祷
に
始
ま
り
、
お
山

開
き
大
祭
を
中
心
に
約
二
時
間
に

わ
た
り
様
々
な
問
題
や
意
見
が
出

ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
も
組
合
管
内
の
教
会
・

遥
拝
所
・
講
社
の
方
が
現
在
抱
え

て
い
る
悩
み
・
問
題
な
ど
今
後
ど

う
対
策
を
立
て
一
人
で
も
多
く
の

方
に
来
て
も
ら
う
か
等
の
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。
本
社
へ
の
依

頼
・
質
問
な
ど
貴
重
な
意
見
交
換

す
る
な
ど
意
義
深
い
総
会
が
進
め

ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
懇
親
会
が
開
催
さ
れ

終
始
和
や
か
に
終
了
し
ま
し
た
。

　

備
後
崇
敬
組
合
が
今
年
の
お
山

開
き
大
祭
に
お
い
て
お
下
り
三
番

の
御
神
像
奉
持
を
ご
奉
仕
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
、
お
山
開
き

大
祭
が
盛
大
に
且
つ
有
意
義
に
斎

行
さ
れ
ま
す
こ
と
と
、
備
後
崇
敬

組
合
の
益
々
の
ご
活
性
、
信
徒
皆

様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
よ
り

申
し
上
げ
、
ご
報
告
と
致
し
ま
す
。

権
禰
宜　

田
窪　

芳
弘　

記

三
月
二
十
四
日

　

石
鎚
神
社　

備
後
崇
敬
組
合

　
　

令
和
五
年
度

　
　
　

定
例
総
会
開
催

組
合
長

　

西
原
善
久　

元
老
大
顧
問
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の
心
得
」、
十
亀
博
行
権
宮
司
・

宗
務
局
長
よ
り
「
神
社
本
教
の
概

要
」
の
講
話
を
頂
き
ま
し
た
。
午

後
は
正
坐
・
拝
の
角
度
・
笏
法
を

は
じ
め
と
す
る
基
礎
作
法
の
鍛

錬
、
夕
拝
前
に
は
翌
朝
行
わ
れ
る

「
禊
」
の
作
法
を
学
び
一
日
目
は

終
了
。

　

第
二
日
目
は
修
祓
を
は
じ
め
、

行
事
作
法
を
大
祭
式
に
則
り
実
技

を
行
い
行
事
作
法
の
円
熟
に
つ
と

め
、
夕
方
に
終
了
奉
告
祭
の
所
役

が
伝
え
ら
れ
て
二
日
目
終
了
。

　

最
終
日
は
、
講
習
会
の
習
熟
度

を
見
せ
て
頂
く
為
、
講
習
生
を
二

　

第
七
十
四
回
石
鎚
本
教
所
属
教

師
講
習
会
が
、
五
十
九
名
の
参
加

を
得
て
、
三
月
八
日
か
ら
二
泊
三

日
の
日
程
に
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

今
講
習
会
よ
り
主
幹
を
十
亀
雅

史
権
禰
宜
が
、
副
を
勝
本
権
禰
宜

が
務
め
、
祭
祀
の
厳
修
を
主
に
基

礎
作
法
・
行
事
作
法
を
中
心
と
し

た
講
習
で
、
二
日
目
三
日
目
の
早

朝
に
は
禊
を
行
い
、
心
身
共
々
に

鍛
え
る
講
習
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
日
目
の
午
前
中
に
は
本
殿
で

開
講
式
の
後
、
会
館
に
て
武
智
正

人
宮
司
・
管
長
よ
り
「
本
教
教
師

組
に
分
け
、
全
員
に
祭
典
の
所
役

を
割
り
当
て
、
終
了
奉
告
祭
を
大

祭
式
に
て
斎
行
致
し
ま
し
た
。

　

講
習
会
で
得
た
学
び
を
日
々
の

奉
仕
に
生
か
し
て
頂
き
、
今
後
更

な
る
活
躍
を
期
待
致
し
ま
す
。

　

ま
た
、
今
講
習
会
で
の
助
教
を

担
当
し
て
頂
き
ま
し
た
豊
友
会
の

皆
様
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

結
び
に
、
こ
の
講
習
会
に
ご
理

解
を
頂
き
ま
し
た
各
組
合
・
教
会
・

遙
拝
所
の
皆
様
に
感
謝
を
申
し
上

げ
、
ご
参
加
頂
き
ま
し
た
皆
様
の

ご
健
康
、
ご
多
幸
を
祈
念
し
、
報

告
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

記　

権
禰
宜　

曽
我
部
洋
輔

第
七
十
四
回
（
令
和
六
年
三
月
八
日
〜
十
日
）

　
　
　

石
鎚
本
教
所
属
教
師
講
習
会　

開
催

第
七
十
四
回
（
令
和
六
年
三
月
八
日
〜
十
日
）

　
　
　

石
鎚
本
教
所
属
教
師
講
習
会　

開
催

日
時　

三
月
十
七
日

祭
典　

午
前
十
時
〜

総
会　

午
前
十
一
時
半
〜

場
所　

伊
予
市
伊
予
郡
遥
拝
所

開
催
支
部　

伊
予
市
伊
予
郡
支
部

　

当
日
は
肌
寒
く
時
よ
り
雨
の
降

る
中
、
伊
予
市
伊
予
郡
の
水
口
泉

遥
拝
所
長
を
中
心
に
数
多
く
の
参

加
者
を
頂
き
、
本
社
よ
り
、
武
智

宮
司
・
田
窪
権
禰
宜
・
篠
塚
巫
女
・

沖
野
常
務
総
代
が
出
向
し
組
合
大

祭
と
定
例
総
会
が
執
り
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

先
ず
祭
典
は
、
伊
予
市
伊
予
郡

遥
拝
所
長
を
斎
主
に
厳
粛
に
斎
行

さ
れ
ま
し
た
。
祭
典
の
後
に
は
、

御
神
像
拝
戴
神
事
も
執
り
行
わ
れ

ま
し
た
。
続
い
て
定
例
総
会
で
は

水
口
泉
遙
拝
所
長
を
議
長
に
選
任

し
、
物
故
者
へ
の
黙
祷
に
始
ま
り
、

組
合
内
の
事
業
、
収
支
の
報
告
、

令
和
六
年
度
の
事
業
計
画
・
予
算

を
審
議
し
満
場
一
致
で
承
認
、
円

滑
に
議
事
を
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

総
会
後
の
直
会
も
、
和
や
か
な
雰

囲
気
の
中
、
親
睦
を
深
め
納
め
と

な
り
ま
し
た
。

　

次
回
は
、
西
宇
和
支
部
で
の
開

催
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
一
人
で

も
多
く
の
参
列
、
参
加
し
て
頂
け

た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
も
南
予
崇
敬
組
会
山
内
康

治
組
合
長
を
扇
の
要
と
し
て
役
員

が
一
つ
に
ま
と
ま
り
、
組
合
管
内

の
活
性
化
と
信
徒
の
皆
様
が
ご
多

幸
で
ご
健
康
で
あ
り
ま
す
こ
と
を

お
祈
り
し
て
ご
報
告
と
い
た
し
ま

す
。

権
禰
宜　

田
窪　

芳
弘　

記

愛
媛
県

　

石
鎚
神
社　

南
予
崇
敬
組
合

　
　

令
和
五
年
度

　
　
　

組
合
大
祭
定
例
総
会

組
合
長

　

山
内
康
治　

元
老
顧
問

　

去
る
三
月
二
十
四
日
（
日
）
広

島
県
福
山
市
の
赤
坂
教
会
に
お
い

て
午
前
十
時
よ
り
石
鎚
神
社
備
後

崇
敬
組
合
定
例
総
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

当
日
は
雨
の
降
る
中
、
備
後
崇

敬
組
合
管
内
各
地
よ
り
十
四
名
が

参
集
、
石
鎚
神
社
よ
り
は
、
大
岡

権
禰
宜
、
田
窪
権
禰
宜
が
出
席
。

　

岡
本
嘉
孝
副
組
合
長
を
議
長
と

し
て
総
会
が
執
り
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

神
社
に
一
礼
・
国
歌
斉
唱
・
物

故
者
へ
の
黙
祷
に
始
ま
り
、
お
山

開
き
大
祭
を
中
心
に
約
二
時
間
に

わ
た
り
様
々
な
問
題
や
意
見
が
出

ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
も
組
合
管
内
の
教
会
・

遥
拝
所
・
講
社
の
方
が
現
在
抱
え

て
い
る
悩
み
・
問
題
な
ど
今
後
ど

う
対
策
を
立
て
一
人
で
も
多
く
の

方
に
来
て
も
ら
う
か
等
の
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。
本
社
へ
の
依

頼
・
質
問
な
ど
貴
重
な
意
見
交
換

す
る
な
ど
意
義
深
い
総
会
が
進
め

ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
懇
親
会
が
開
催
さ
れ

終
始
和
や
か
に
終
了
し
ま
し
た
。

　

備
後
崇
敬
組
合
が
今
年
の
お
山

開
き
大
祭
に
お
い
て
お
下
り
三
番

の
御
神
像
奉
持
を
ご
奉
仕
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
、
お
山
開
き

大
祭
が
盛
大
に
且
つ
有
意
義
に
斎

行
さ
れ
ま
す
こ
と
と
、
備
後
崇
敬

組
合
の
益
々
の
ご
活
性
、
信
徒
皆

様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
よ
り

申
し
上
げ
、
ご
報
告
と
致
し
ま
す
。

権
禰
宜　

田
窪　

芳
弘　

記

三
月
二
十
四
日

　

石
鎚
神
社　

備
後
崇
敬
組
合

　
　

令
和
五
年
度

　
　
　

定
例
総
会
開
催

組
合
長

　

西
原
善
久　

元
老
大
顧
問
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東
洋
大
心
崇
敬
組
合

春
山
遥
拝
所

所
長　

下
山
隆
義　

大
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　

大
訓
導

東
洋
大
心
崇
敬
組
合
総
会　

東
洋
大
心
教
会
七
十
五
周
年
祭　

斎
行

東
洋
大
心
崇
敬
組
合
総
会　

東
洋
大
心
教
会
七
十
五
周
年
祭　

斎
行

石
田
和
史
組
合
長

元
老
大
顧
問

大
講
義

　

佐
々
木
規
人
権
禰
宜
が
、
石
鎚
神

社
禰
宜
、
石
鎚
本
教
宗
務
局
次
長
・

責
任
役
員
に
、
大
岡
忠
徳
権
禰
宜
が

石
鎚
神
社
禰
宜
に
就
任
し
た
。
石
鎚

本
教
規
則
に
依
り
、
上
席
禰
宜
は
本

教
宗
務
局
次
長
・
本
教
責
任
役
員
を

拝
命
す
る
。

　

辞
令
は
、
去
る
春
の
例
大
祭
に
て
、

十
亀
名
誉
宮
司
管
長
・
愛
媛
県
神
社

庁
顧
問
と
武
智
宮
司
管
長
よ
り
伝
達

さ
れ
た
。

　

両
禰
宜
は
共
に
昭
和
四
十
三
年
生

の
同
期
で
あ
る
。
益
々
の
活
躍
を
期

待
し
、
ご
報
告
と
致
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

文
責
、
武
智
。

　

本
年
の
東
洋
大
心
教
会
の
七
十
五

周
年
奉
祝
大
祭
と
組
合
総
会
は
、
春

山
遥
拝
所
に
て
行
わ
れ
た
。

　

岡
山
県
吉
備
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

の
入
口
付
近
に
﹇
左
い
し
づ
ち
さ
ん

ど
う
ぐ
ち
﹈
と
彫
ら
れ
た
石
柱
が
有

り
、
進
む
と
広
い
広
場
と
大
き
な
社

殿
が
あ
る
。
平
成
十
三
年
に
再
建
立

さ
れ
た
春
山
遥
拝
所
の
里
宮
で
あ
る
。

言
伝
え
に
は
宝
永
年
間
（
一
七
〇
四

年
頃
）
伊
予
国
石
鎚
山
よ
り
御
分
霊

を
祀
っ
た
と
も
聞
き
及
ぶ
。

　

春
山
遥
拝
所
の
奥
宮
の
御
山
の
巨

岩
に
は
、
不
動
明
王
や
役
行
者
を
始

め
神
仏
の
御
姿
が
刻
ま
れ
て
お
り
、

古
来
よ
り
崇
め
ら
れ
て
い
る
霊
山
で

あ
る
。　
　
　
　
　
　
　

文
責
、武
智
。

　

土
小
屋
遥
拝
殿
主
任
の
高
岡
健
権

禰
宜
が
、
神
社
本
庁
よ
り
神
職
身
分

「
二
級
」
を
拝
受
し
た
。

昭
和
五
十
一
年
生
。

平
成
九
年

　

出
雲
大
社
國
學
館
卒

　

石
鎚
神
社
奉
職

平
成
十
一
年

　

石
鎚
神
社
権
禰
宜
を
拝
命

　

土
小
屋
遥
拝
殿
主
事
を
拝
命

平
成
二
十
九
年

　

土
小
屋
遥
拝
殿
主
任
を
拝
命

　

温
厚
、
誠
実
、
親
切
。
土
小
屋
遥

拝
殿
の
地
元
、
久
万
高
原
町
と
の
友

好
な
関
係
を
築
き
遥
拝
殿
の
祭
儀
運

営
を
行
う
。
十
二
月
か
ら
三
月
は
本

社
に
て
石
鎚
本
教
﹇
星
祭
り
﹈
の
責

任
者
と
し
て
約
六
万
名
の
申
込
を
受

け
て
祭
儀
を
構
築
。

　

高
岡
権
禰
宜
は
以
降
の
大
祭
式
に

て
は
、
赤
袍
、
紫
の
奴
袴
を
著
装
、

平
素
は
、
紫
の
差
袴
を
常
用
す
る
。

　

右
、
ご
報
告
と
致
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

文
責
、
武
智
。

　

大
岡
忠
徳
権
禰
宜
が
勤
続
三
十

年
を
迎
え
、
永
年
勤
続
者
表
彰
規

定
第
二
種
に
よ
り
表
彰
を
拝
受
し

た
。

　

昭
和
四
十
三
年
生
。
本
県
新
居

浜
市
の
白
山
神
社
、
萩
岡
神
社
の

社
家
に
生
ま
れ
左
記
を
以
て
現
在

に
至
る
。

・
皇
學
館
大
学
文
学
部
神
道
学
科

　

卒
・
三
重
県
御
鎮
座
の
椿
大
神
社

　

奉
職

・
平
成
六
年
石
鎚
神
社
権
禰
宜　

　

拝
命

・
平
成
二
十
八
年

　
　
　
　

神
職
身
分
二
級
を
拝
命

・
総
務
部
長
（
三
月
一
日
現
在
）

　

温
厚
、
誠
実
、
几
帳
面
な
性
格

に
し
て
諸
事
を
確
実
に
着
実
に
行

い
積
み
上
げ
て
ゆ
く
。
雅
楽
の
篳

篥
（
ひ
ち
り
き
）
の
名
手
に
し
て

神
社
庁
講
師
。
﹇
四
級
下
﹈
と
本

県
内
で
最
高
位
を
取
得
し
て
い
る
。

　

精
勤
に
感
謝
し
、
以
て
益
々
の

精
進
を
期
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

文
責
、
武
智
。

髙
原
政
明
教
会
長

元
老
大
顧
問

功
労
章
銀
笏

権
少
教
正

職
員
人
事

大
岡　

忠
徳

石
鎚
神
社　

禰
宜

佐
々
木
規
人

石
鎚
神
社　

禰
宜

石
鎚
本
教
宗
務
局
次
長
・
責
任
役
員

高
岡　

健　

権
禰
宜

神
職
身
分
二
級
拝
受

四
月
一
日
付

三
月
十
日
付

職
員  
勤
続
表
彰

勤
続
三
十
年  
四
月
一
日

大
岡　

忠
徳　

権
禰
宜

に
て
、
東
洋
大
心
教
会
役
員
紹
介
、

令
和
五
年
行
事
報
告
、
令
和
五
年

度
会
計
報
告
・
監
査
報
告
、
令
和

六
年
行
事
予
定
と
議
事
が
進
行
さ

れ
、
令
和
六
年
度
行
事
予
定
で
九

月
十
五
日
頃
太
鼓
打
ち
方
講
習
会

が
行
わ
れ
る
と
伝
え
ら
れ
た
。

　

総
会
終
了
後
、
午
前
十
時
よ
り

髙
原
政
明
教
会
長
斎
主
に
て
祭
典

が
斎
行
。
日
頃
の
大
神
様
の
御
加

護
と
七
十
五
周
年
を
迎
え
ら
れ
た

こ
と
へ
の
感
謝
の
心
を
教
会
長
、

宮
司
が
申
し
上
げ
、
巫
女
に
よ
る

豊
栄
の
舞
の
奉
納
、
宮
司
、
教
会

長
が
玉
串
を
捧
げ
た
後
に
、
祭
典

に
参
列
さ
れ
て
い
る
皆
様
が
日
頃

の
感
謝
を
込
め
た
玉
串
を
捧
げ
祭

典
は
滞
り
な
く
終
了
。

　

祭
典
の
後
に
本
社
よ
り
感
謝
状

の
贈
呈
、
先
達
教
師
の
辞
令
発
令

が
行
わ
れ
た
。

　

直
会
で
は
、
組
合
、
教
会
の
方
々

名
誉
大
監
長　

城
戸　

英
明

特
別
大
監
長　

増
成　

慎

特
別
大
監
長　

刺
田　

哲
男

副
監
長　
　
　

藤
本　

頌
太

教
師
昇
進

大
訓
導　
　
　

下
山　

隆
義

記　

権
禰
宜　

曽
我
部　

洋
輔

と
美
味
し
い
食
事
を
頂
き
な
が
ら

和
や
か
な
時
間
を
過
ご
し
た
。

　

今
回
、
東
洋
大
心
教
会
は
七
十

五
周
年
の
目
出
度
き
年
を
迎
え
今

後
も
教
会
、
組
合
の
益
々
の
ご
発

展
と
、
皆
様
の
ご
健
康
ご
多
幸
と

を
祈
念
し
ま
し
て
報
告
と
致
し
ま

す
。

　

感
謝
状
、
辞
令
を
受
け
ら
れ
た

方
々
の
お
名
前
を
順
不
同
敬
称
略

に
て
記
載
さ
せ
て
頂
き
ま
す

感
謝
状

髙
原　

政
明

妹
尾　

有
司

細
羽　

吉
泰

辞
令

副
組
合
長　

阪
田　

宗
道

副
教
会
長　

下
山　

隆
義

先
達
昇
進

元
老
大
顧
問　

沖
本　

一

　

三
月
二
十
四
日
春
山
遙
拝
所
に

て
東
洋
大
心
崇
敬
組
合
総
会
、
東

洋
大
心
教
会
創
立
七
十
五
周
年
大

祭
が
斎
行
さ
れ
、
本
社
よ
り
武
智

宮
司
、
曽
我
部
権
禰
宜
、
野
村
巫

女
が
出
向
し
た
。

　

当
日
は
禊
の
雨
を
頂
く
中
、
東

洋
大
心
組
合
管
内
よ
り
七
十
名
の

信
徒
が
参
集
、
石
田
組
合
長
司
会
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東
洋
大
心
崇
敬
組
合

春
山
遥
拝
所

所
長　

下
山
隆
義　

大
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　

大
訓
導

東
洋
大
心
崇
敬
組
合
総
会　

東
洋
大
心
教
会
七
十
五
周
年
祭　

斎
行

東
洋
大
心
崇
敬
組
合
総
会　

東
洋
大
心
教
会
七
十
五
周
年
祭　

斎
行

石
田
和
史
組
合
長

元
老
大
顧
問

大
講
義

　

佐
々
木
規
人
権
禰
宜
が
、
石
鎚
神

社
禰
宜
、
石
鎚
本
教
宗
務
局
次
長
・

責
任
役
員
に
、
大
岡
忠
徳
権
禰
宜
が

石
鎚
神
社
禰
宜
に
就
任
し
た
。
石
鎚

本
教
規
則
に
依
り
、
上
席
禰
宜
は
本

教
宗
務
局
次
長
・
本
教
責
任
役
員
を

拝
命
す
る
。

　

辞
令
は
、
去
る
春
の
例
大
祭
に
て
、

十
亀
名
誉
宮
司
管
長
・
愛
媛
県
神
社

庁
顧
問
と
武
智
宮
司
管
長
よ
り
伝
達

さ
れ
た
。

　

両
禰
宜
は
共
に
昭
和
四
十
三
年
生

の
同
期
で
あ
る
。
益
々
の
活
躍
を
期

待
し
、
ご
報
告
と
致
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

文
責
、
武
智
。

　

本
年
の
東
洋
大
心
教
会
の
七
十
五

周
年
奉
祝
大
祭
と
組
合
総
会
は
、
春

山
遥
拝
所
に
て
行
わ
れ
た
。

　

岡
山
県
吉
備
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

の
入
口
付
近
に
﹇
左
い
し
づ
ち
さ
ん

ど
う
ぐ
ち
﹈
と
彫
ら
れ
た
石
柱
が
有

り
、
進
む
と
広
い
広
場
と
大
き
な
社

殿
が
あ
る
。
平
成
十
三
年
に
再
建
立

さ
れ
た
春
山
遥
拝
所
の
里
宮
で
あ
る
。

言
伝
え
に
は
宝
永
年
間
（
一
七
〇
四

年
頃
）
伊
予
国
石
鎚
山
よ
り
御
分
霊

を
祀
っ
た
と
も
聞
き
及
ぶ
。

　

春
山
遥
拝
所
の
奥
宮
の
御
山
の
巨

岩
に
は
、
不
動
明
王
や
役
行
者
を
始

め
神
仏
の
御
姿
が
刻
ま
れ
て
お
り
、

古
来
よ
り
崇
め
ら
れ
て
い
る
霊
山
で

あ
る
。　
　
　
　
　
　
　

文
責
、武
智
。

　

土
小
屋
遥
拝
殿
主
任
の
高
岡
健
権

禰
宜
が
、
神
社
本
庁
よ
り
神
職
身
分

「
二
級
」
を
拝
受
し
た
。

昭
和
五
十
一
年
生
。

平
成
九
年

　

出
雲
大
社
國
學
館
卒

　

石
鎚
神
社
奉
職

平
成
十
一
年

　

石
鎚
神
社
権
禰
宜
を
拝
命

　

土
小
屋
遥
拝
殿
主
事
を
拝
命

平
成
二
十
九
年

　

土
小
屋
遥
拝
殿
主
任
を
拝
命

　

温
厚
、
誠
実
、
親
切
。
土
小
屋
遥

拝
殿
の
地
元
、
久
万
高
原
町
と
の
友

好
な
関
係
を
築
き
遥
拝
殿
の
祭
儀
運

営
を
行
う
。
十
二
月
か
ら
三
月
は
本

社
に
て
石
鎚
本
教
﹇
星
祭
り
﹈
の
責

任
者
と
し
て
約
六
万
名
の
申
込
を
受

け
て
祭
儀
を
構
築
。

　

高
岡
権
禰
宜
は
以
降
の
大
祭
式
に

て
は
、
赤
袍
、
紫
の
奴
袴
を
著
装
、

平
素
は
、
紫
の
差
袴
を
常
用
す
る
。

　

右
、
ご
報
告
と
致
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

文
責
、
武
智
。

　

大
岡
忠
徳
権
禰
宜
が
勤
続
三
十

年
を
迎
え
、
永
年
勤
続
者
表
彰
規

定
第
二
種
に
よ
り
表
彰
を
拝
受
し

た
。

　

昭
和
四
十
三
年
生
。
本
県
新
居

浜
市
の
白
山
神
社
、
萩
岡
神
社
の

社
家
に
生
ま
れ
左
記
を
以
て
現
在

に
至
る
。

・
皇
學
館
大
学
文
学
部
神
道
学
科

　

卒
・
三
重
県
御
鎮
座
の
椿
大
神
社

　

奉
職

・
平
成
六
年
石
鎚
神
社
権
禰
宜　

　

拝
命

・
平
成
二
十
八
年

　
　
　
　

神
職
身
分
二
級
を
拝
命

・
総
務
部
長
（
三
月
一
日
現
在
）

　

温
厚
、
誠
実
、
几
帳
面
な
性
格

に
し
て
諸
事
を
確
実
に
着
実
に
行

い
積
み
上
げ
て
ゆ
く
。
雅
楽
の
篳

篥
（
ひ
ち
り
き
）
の
名
手
に
し
て

神
社
庁
講
師
。
﹇
四
級
下
﹈
と
本

県
内
で
最
高
位
を
取
得
し
て
い
る
。

　

精
勤
に
感
謝
し
、
以
て
益
々
の

精
進
を
期
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

文
責
、
武
智
。

髙
原
政
明
教
会
長

元
老
大
顧
問

功
労
章
銀
笏

権
少
教
正

職
員
人
事

大
岡　

忠
徳

石
鎚
神
社　

禰
宜

佐
々
木
規
人

石
鎚
神
社　

禰
宜

石
鎚
本
教
宗
務
局
次
長
・
責
任
役
員

高
岡　

健　

権
禰
宜

神
職
身
分
二
級
拝
受

四
月
一
日
付

三
月
十
日
付

職
員  

勤
続
表
彰

勤
続
三
十
年  

四
月
一
日

大
岡　

忠
徳　

権
禰
宜

に
て
、
東
洋
大
心
教
会
役
員
紹
介
、

令
和
五
年
行
事
報
告
、
令
和
五
年

度
会
計
報
告
・
監
査
報
告
、
令
和

六
年
行
事
予
定
と
議
事
が
進
行
さ

れ
、
令
和
六
年
度
行
事
予
定
で
九

月
十
五
日
頃
太
鼓
打
ち
方
講
習
会

が
行
わ
れ
る
と
伝
え
ら
れ
た
。

　

総
会
終
了
後
、
午
前
十
時
よ
り

髙
原
政
明
教
会
長
斎
主
に
て
祭
典

が
斎
行
。
日
頃
の
大
神
様
の
御
加

護
と
七
十
五
周
年
を
迎
え
ら
れ
た

こ
と
へ
の
感
謝
の
心
を
教
会
長
、

宮
司
が
申
し
上
げ
、
巫
女
に
よ
る

豊
栄
の
舞
の
奉
納
、
宮
司
、
教
会

長
が
玉
串
を
捧
げ
た
後
に
、
祭
典

に
参
列
さ
れ
て
い
る
皆
様
が
日
頃

の
感
謝
を
込
め
た
玉
串
を
捧
げ
祭

典
は
滞
り
な
く
終
了
。

　

祭
典
の
後
に
本
社
よ
り
感
謝
状

の
贈
呈
、
先
達
教
師
の
辞
令
発
令

が
行
わ
れ
た
。

　

直
会
で
は
、
組
合
、
教
会
の
方
々

名
誉
大
監
長　

城
戸　

英
明

特
別
大
監
長　

増
成　

慎

特
別
大
監
長　

刺
田　

哲
男

副
監
長　
　
　

藤
本　

頌
太

教
師
昇
進

大
訓
導　
　
　

下
山　

隆
義

記　

権
禰
宜　

曽
我
部　

洋
輔

と
美
味
し
い
食
事
を
頂
き
な
が
ら

和
や
か
な
時
間
を
過
ご
し
た
。

　

今
回
、
東
洋
大
心
教
会
は
七
十

五
周
年
の
目
出
度
き
年
を
迎
え
今

後
も
教
会
、
組
合
の
益
々
の
ご
発

展
と
、
皆
様
の
ご
健
康
ご
多
幸
と

を
祈
念
し
ま
し
て
報
告
と
致
し
ま

す
。

　

感
謝
状
、
辞
令
を
受
け
ら
れ
た

方
々
の
お
名
前
を
順
不
同
敬
称
略

に
て
記
載
さ
せ
て
頂
き
ま
す

感
謝
状

髙
原　

政
明

妹
尾　

有
司

細
羽　

吉
泰

辞
令

副
組
合
長　

阪
田　

宗
道

副
教
会
長　

下
山　

隆
義

先
達
昇
進

元
老
大
顧
問　

沖
本　

一

　

三
月
二
十
四
日
春
山
遙
拝
所
に

て
東
洋
大
心
崇
敬
組
合
総
会
、
東

洋
大
心
教
会
創
立
七
十
五
周
年
大

祭
が
斎
行
さ
れ
、
本
社
よ
り
武
智

宮
司
、
曽
我
部
権
禰
宜
、
野
村
巫

女
が
出
向
し
た
。

　

当
日
は
禊
の
雨
を
頂
く
中
、
東

洋
大
心
組
合
管
内
よ
り
七
十
名
の

信
徒
が
参
集
、
石
田
組
合
長
司
会
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成
就
社　

八
大
龍
王
社
例
大
祭　

ご
案
内

成
就
社　

八
大
龍
王
社
例
大
祭　

ご
案
内

・
日
時　

八
月
八
日
（
木
）
午
前
十
一
時

　
　

　
　

祈
願
木
お
焚
き
上
げ

　
　
　
　

大
祓
詞
・
般
若
心
経　

奉
読

・
祈
願
木
は
成
就
社
・
本
社
に
て
一
本
三
百
円
に

　

て
頒
布
し
て
お
り
ま
す
。

例
大
祭
ご
参
列
の
方
に
、
八
大
龍
王
社
の
例
大
祭

当
日
の
み
の
御
神
札
を
授
与
し
て
お
り
ま
す
。

盛
大
な
祭
典
と
な
り
ま
す
よ
う
、
多
く
の
方
の
ご

参
拝
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

か
な
日
射
し
も
頂
き
な
が
ら
、
厳
粛

に
祭
儀
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

祭
典
開
始
に
先
立
ち
、
ま
ず
開
式

太
鼓
、
祝
詞
奏
上
で
は
坪
内
教
会
長

が
石
鎚
大
神
へ
創
立
七
十
周
年
の
祝

の
御
年
を
迎
え
ら
れ
て
の
喜
び
と
感

謝
、
そ
し
て
今
後
の
教
会
の
益
々
の

発
展
と
信
徒
の
皆
様
の
日
々
の
健
康

と
安
全
や
弥
栄
を
祈
念
し
、
祝
詞
を

奏
上
さ
れ
ま
し
た
。

　

祭
典
後
に
は
、
信
徒
の
皆
様
に
先

達
の
昇
格
辞
令
伝
達
、
並
び
に
感
謝

状
の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
御
神
像
拝
戴
神
事
、
そ
し
て
餅

撒
き
が
行
わ
れ
、
七
十
周
年
記
念
大

祭
を
盛
大
に
御
祝
い
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
教
会
所
内
に
て
直
会
が

行
わ
れ
、
直
会
で
は
子
供
た
ち
の
遊

ぶ
声
も
響
い
て
お
り
微
笑
ま
し
い
場

面
が
多
く
あ
っ
た
こ
と
が
大
変
印
象

に
残
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
坪
内
教
会
長
を
扇
の
要
と

し
、
ま
た
信
徒
の
皆
様
が
石
鎚
大
神

の
益
々
の
御
守
護
と
お
導
き
を
賜
り
、

手
を
取
り
合
い
一
丸
と
な
っ
て
崇
敬

の
念
を
捧
げ
て
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

　

上
浮
穴
郡
教
会
の
今
後
益
々
の
弥

栄
と
信
徒
の
皆
様
の
ご
健
勝
ご
多
幸

を
祈
念
し
つ
つ
、
先
達
昇
進
辞
令
、

及
び
感
謝
状
の
下
付
の
お
名
前
を
併

せ
報
告
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
先
達
昇
進
】

副
大
取
締　
　
　
　
　

坂
本　

広
幸

取
締　
　
　
　
　
　
　

八
塚　

幸
三
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六
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午
前
十
時
よ
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愛
媛
県
上
浮
穴
郡
久
万
高
原
町
の

里
に
鎮
ま
り
坐
す
石
鎚
本
教
上
浮
穴

郡
教
会
創
立
七
十
周
年
奉
祝
記
念
大

祭
が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
は
教
会
を
創
立
し
て
よ
り
七

十
年
の
節
目
を
迎
え
ら
れ
た
こ
の
良

き
日
に
、
本
社
よ
り
佐
々
木
権
禰
宜
、

野
村
巫
女
、
片
岡
が
出
向
し
、
創
立

七
十
周
年
の
奉
祝
大
祭
を
信
徒
の
皆

様
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と
も
に
ご
奉
仕
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さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

迎
え
た
大
祭
当
日
の
天
気
は
、
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と
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ま
だ
厳
し
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寒
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が
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中
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し
た
が
、
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暖
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子
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、
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よ
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、
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張
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。

　

今
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前
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威
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尚
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る
御
山
開
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。
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は
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国
の
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を
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さ
れ
御
神
縁
を
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る
中
、

以
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御
神
縁
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戴
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石
鎚
神

社
に
ご
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納
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れ
た
次
第
。
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、深
く
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げ
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す
。

文
責
、
武
智
。

上
浮
穴
郡
教
会

創
立
七
十
周
年
奉
祝
記
念
大
祭　

斎
行

上
浮
穴
郡
教
会

創
立
七
十
周
年
奉
祝
記
念
大
祭　

斎
行

元
老
大
顧
問
・
少
講
義

　

坪
内　

続　

教
会
長

ご
奉
納

土
小
屋
遥
拝
殿

ご
奉
納

土
小
屋
遥
拝
殿

和
歌
山
県　

岩
出
市

　
　
　
　
　

瀧
谷　

清
子　

様

　
　
　
　
　

瀧
谷　

直
文　

様

和
歌
山
県　

岩
出
市

　
　
　
　
　

瀧
谷　

清
子　

様

　
　
　
　
　

瀧
谷　

直
文　

様

門　

帳　

一
張

門　

帳　

一
張

第769号 （二ヶ月一回一日発行） 令和６年５月１日石　鎚　社　報 第769号 （二ヶ月一回一日発行） 令和６年５月１日石　鎚　社　報



-１４--１５-

成
就
社　

八
大
龍
王
社
例
大
祭　

ご
案
内

成
就
社　

八
大
龍
王
社
例
大
祭　

ご
案
内

・
日
時　

八
月
八
日
（
木
）
午
前
十
一
時

　
　

　
　

祈
願
木
お
焚
き
上
げ

　
　
　
　

大
祓
詞
・
般
若
心
経　

奉
読

・
祈
願
木
は
成
就
社
・
本
社
に
て
一
本
三
百
円
に

　

て
頒
布
し
て
お
り
ま
す
。

例
大
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参
列
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方
に
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八
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龍
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社
の
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大
祭

当
日
の
み
の
御
神
札
を
授
与
し
て
お
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ま
す
。
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ま
す
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か
な
日
射
し
も
頂
き
な
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ら
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し
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。
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石
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御
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迎
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益
々
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皆
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祈
念
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奏
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。
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。
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。
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。
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。
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令和６年　石鎚神社会館・頂上山荘　予定

みなさまのご利用をお待ち申し上げております。
令和６年４月１３日現在

石鎚神社会館　0897-55-4168　荒井・松木・宝利

頂上山荘　宿泊予約専用　080-1998-4591　人見・渡部・片川

石鎚神社会館 ４、５、６月 御山開き大祭中 ７月１１日〜
宿泊 営業 営業　定員 200 名 営業
昼食 予約応談 予約応談 予約応談
売店 営業 営業 営業

頂上山荘 ４、５、６月 御山開き大祭中
６月30日〜７月10日 ７月１１日〜

宿泊　定員２５名 営業 休止 営業

昼食 平日、カレー・おにぎり
土日祝日、通常営業

通常営業
７月1日も営業あり

平日、カレー・おにぎり
土日祝日、通常営業

売店 営業 営業 営業
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ご宿泊料金（平日）

-１６--１７-

西日本最高峰、別世界の静寂に移ろう時間に宿る神々しさ

　会議やミーティングなどでのご利用はもちろん、サークル・部活の合宿、
企業研修にピッタリ。西日本最高峰石鎚山の麓、石鎚神社境内に滞在して
絆を深め、一緒に思い出作りしませんか？ゆっくりと旅の疲れを癒してください。
　会館で受付をすれば、どなたでも禊をすることができます。
　また、会館１階には休憩スペース「ご神水かふぇ」があり、御神水でいれた
コーヒーを味わうことができます。

　会議やミーティングなどでのご利用はもちろん、サークル・部活の合宿、
企業研修にピッタリ。西日本最高峰石鎚山の麓、石鎚神社境内に滞在して
絆を深め、一緒に思い出作りしませんか？ゆっくりと旅の疲れを癒してください。
　会館で受付をすれば、どなたでも禊をすることができます。
　また、会館１階には休憩スペース「ご神水かふぇ」があり、御神水でいれた
コーヒーを味わうことができます。

石鎚神社・石鎚本教の常任講師、西海賢二博士収集の
石鎚信仰を始めとする資料書籍群を石鎚神社で管理保管し
一部を展示、石鎚山始め山岳信仰、民俗学、歴史学資料と
して公共に供す。観覧希望の方は必ず事前に西海文庫長に
直接ご連絡ください。　TEL:090-2906-1228

石鎚神社・石鎚本教の常任講師、西海賢二博士収集の
石鎚信仰を始めとする資料書籍群を石鎚神社で管理保管し
一部を展示、石鎚山始め山岳信仰、民俗学、歴史学資料と
して公共に供す。観覧希望の方は必ず事前に西海文庫長に
直接ご連絡ください。　TEL:090-2906-1228

詳細は職員までお尋ねください！10名様以上 カレープラン２食付　5,900円
尚、夕食のみ・朝食のみの宿泊も可。
また、食事はグレードアップもできます。

10名様以上 カレープラン２食付　5,900円
尚、夕食のみ・朝食のみの宿泊も可。
また、食事はグレードアップもできます。

西海文庫

石 神社会館
石鎚神社会館は、緑豊かで閑静な神域（境内地）に立地しています。
一年のうちで最も賑わう七月のお山開き大祭には、全国から多くの
信者団体・参詣者が石鎚山頂上登拝のため、ご宿泊・お食事・ご休憩
などにご利用いただいています。時折虫の声が聞こえる程度の静寂に
身を委ねる時間が、心身をリフレッシュさせてくれるでしょう。

おみやげ売場おみやげ売場 お部屋 お風呂

ご神水かふぇご神水かふぇ ギャラリーギャラリー

お問い合わせ（ご宿泊・会場貸し出し）

TEL 0897-55-4168
FAX 0897-55-7281

【営業時間】 夏季　8：30～17：00
冬季　8：30～16：30

石鎚神社会館
愛媛県西条市西田甲797（JR石鎚山駅より徒歩10分）
https://ishizuchisan.jp

facebook

Instagram

（お一人様料金）

お部屋貸出し料金（平日）

素泊り ２食付
シングル 7,000円〜 9,500円〜
ペ　　ア 6,000円〜 8,500円〜
３名〜 5,000円〜 7,500円〜
10名〜 4,500円〜 7,000円〜

（税込価格）
3時間まで 延長1時間 終日

１０畳 2,100円 700円 4,500円
１２畳 2,400円 800円 5,200円
３階ALL
（２部屋付）

テーブル・椅子等は
無料貸出し 50,000円

（税込価格）
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などにご利用いただいています。時折虫の声が聞こえる程度の静寂に
身を委ねる時間が、心身をリフレッシュさせてくれるでしょう。

おみやげ売場おみやげ売場 お部屋 お風呂

ご神水かふぇご神水かふぇ ギャラリーギャラリー

お問い合わせ（ご宿泊・会場貸し出し）

TEL 0897-55-4168
FAX 0897-55-7281

【営業時間】 夏季　8：30～17：00
冬季　8：30～16：30

石鎚神社会館
愛媛県西条市西田甲797（JR石鎚山駅より徒歩10分）
https://ishizuchisan.jp

facebook

Instagram

（お一人様料金）

お部屋貸出し料金（平日）

第769号 （二ヶ月一回一日発行） 令和６年５月１日石　鎚　社　報 第769号 （二ヶ月一回一日発行） 令和６年５月１日石　鎚　社　報
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林
水
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林
野

庁
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国
森
林
管
理
局
愛
媛
森
林
管

理
署
、
ス
タ
ッ
フ
約
3
0
名

【
事
務
局
参
加
】

曽
我
部
英
司
理
事
、
十
亀
雅
史
事

務
局
長
、
岩
本
昌
美
・
黒
河
由
佳

両
事
務
局
ス
タ
ッ
フ

　

標
記
会
合
が
開
催
さ
れ
、
ま
ず

令
和
５
年
度
の
石
鎚
山
系
生
物
多

様
性
保
全
計
画
事
業
報
告
、
令
和

５
年
度
事
業
決
算
報
告
及
び
監
査

報
告
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

後
、
シ
カ
の
食
害
等
が
石
鎚
山
系

に
と
ど
ま
ら
ず
、
愛
媛
県
全
体
に

広
が
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
こ

の
度
当
協
議
会
を
解
散
し
、
新
た

に
「
愛
媛
県
ニ
ホ
ン
ジ
カ
対
策
植

生
保
全
協
議
会
（
案
）」
を
立
ち
上

げ
る
べ
く
話
し
合
い
が
な
さ
れ
、

「
石
鎚
山
系
生
物
多
様
性
保
全
推
進

協
議
会
」
は
解
散
の
運
び
と
な
り

ま
し
た
。

　

今
後
は
愛
媛
県
全
県
に
範
囲
を

拡
大
し
、
関
係
す
る
市
町
や
森
林

組
合
に
も
参
画
し
て
も
ら
い
、
シ

カ
の
食
害
等
に
対
応
す
る
調
査
、

自
然
保
全
等
に
取
り
組
ん
で
い
く

予
定
で
す
。

文
責　

事
務
局
長　

十
亀
雅
史

た
。
こ
れ
ま
で
秋
本
さ
ん
が
お
こ
な

っ
て
き
た
写
真
展
で
展
示
さ
れ
て
き

た
写
真
が
飾
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、

私
、
十
亀
事
務
局
長
は
初
め
て
見
る

写
真
ば
か
り
で
、
見
入
り
聞
き
入
り

自
然
の
織
り
な
す
景
色
・
空
間
を
楽

し
ま
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

秋
本
さ
ん
の
写
真
は
、
ア
ク
リ
ル

板
が
な
い
の
で
と
て
も
ク
リ
ア
な
質

感
で
臨
場
感
が
あ
り
、
と
て
も
見
や

す
い
作
品
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
外
周
辺
で
は
「
く
ま
ま
ち

ひ
な
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
て
お
り
、

お
店
ご
と
に
お
雛
様
が
飾
ら
れ
、
通

り
を
色
鮮
や
か
に
染
め
つ
つ
賑
わ
い

【
日　

時
】
３
月
22
日
（
金
）

【
会　

期
】
３
月
９
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　

〜
31
日
（
日
）

【
場　

所
】

　

久
万
高
原
町　

ま
ち
な
か
交
流
館

【
撮
影
印
刷
・
額
制
作
】
秋
本
栄
氏

【
参
加
者
】

　

曽
我
部
英
司
理
事
、
十
亀
雅
史
事

　

務
局
長
、
岩
本
昌
美
事
務
局
ス
タ

　

ッ
フ

　

秋
本
栄
さ
ん
恒
例
の
手
作
り
写
真

展
も
コ
ロ
ナ
禍
で
な
か
な
か
開
催
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
回
こ
れ
ま

で
の
西
条
市
で
は
な
く
久
万
高
原
町

を
会
場
と
し
て
久
々
の
開
催
。
私
達

ス
タ
ッ
フ
も
楽
し
み
に
伺
わ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
２
部
制
で
行
わ
れ
、
９
日

か
ら
の
第
１
部
の
テ
ー
マ
は
「
宙
の

微
笑
み
」
、
19
日
か
ら
の
第
２
部
の

テ
ー
マ
は
「
手
作
り
額　

写
真
展
の

軌
跡
」
で
し
た
。

　

私
達
は
第
２
部
の
時
に
伺
い
ま
し

NPO
法人

石
鎚
森
の
学
校
活
動
報
告

を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

事
務
局
長
に
な
っ
て
初
め
て
の
交

流
活
動
で
し
た
が
、
本
業
と
は
違
っ

た
目
線
で
楽
し
み
つ
つ
頑
張
っ
て
い

き
た
い
と
感
じ
る
１
日
と
な
り
ま
し

た
。

　

今
後
も
お
元
気
で
、
更
な
る
ご
活

躍
と
す
て
き
な
作
品
を
期
待
し
て
い

ま
す
。
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
日　

時
】
３
月
25
日
（
月
）

　
　
　
　
　

13
時
30
分
〜
15
時
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所
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立
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環
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、
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大
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学
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、
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物
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会
、
NPO
法
人
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条
自
然
学
校
、

NPO
法
人
石
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森
の
学
校
、
愛
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県
山

岳
・
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ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
連
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、

面
河
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を
愛
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る
会
、
え
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め
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の

案
内
人
会
、
い
し
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ち
森
林
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、

久
万
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森
林
組
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、
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森
林
組
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愛
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勤
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者
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石
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系

　

手
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写
真
展
の
軌
跡

※

愛
媛
県
石
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山
系
生
物
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性
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全
推
進
協
議
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会

第57回石鎚青少年錬成会　ご案内

●　女子はみそぎ用に下着（白かベージュ）を余分に用意下さい。

●　お小遣い五千円まで（成就・頂上の自由時間に買い物を許可する場合があります）

●　登山時の着替え用として（ジャージ下・下着・靴下・Tシャツ・タオル）日程必要数

　　プラス一枚の準備をお願いします。

●　飲み薬・コルセット・サポーター等、体調管理に必要な備品は持参して下さい。

（参考）　○令和5年8月15日　石鎚山頂上の気温　朝16℃　昼22℃

　　　　　　必ず長袖のシャツ・ウインドブレーカー等を持参下さい。

日     時

集 合 場 所

集合 時 間

資 　 　 格

会 　 　 費

定　　員

旅　　費

申　　込

持  参  品

※食　  事

令和6年8月17日（土）～8月19日（月）
8月18日（日）　石鎚山頂上山荘宿泊
石鎚神社会館
8月17日　午前8時30分
小学校3年生以上
一人8,000円
本来の会費は一人10,000円ですが、組合・教会・遙拝所・講社所属のお子様

の健全育成を願い、石鎚敬神婦人会より参加費一人につき2,000円助成頂い

ております。

＊引率者（保護者）の参加希望の方は事務所へご連絡下さい。

20名先着順
片道運賃支給（学割使用）
当社の組合・教会・遙拝所等に所属されているお子様の育成の講習会
です。
筆記用具・洗面用具・運動靴（スパイクシューズ不可）・下着・雨カッパ・
長袖シャツ・Tシャツ・水筒・ジャージ（色物可）・帽子・リュックサック・
ウィンドブレーカー・タオル・会符（所有の方）・保険証（コピー可）・帽
子用防虫ネット（必要な方）

アレルギーをお持ちのお子様には対応出来かねます。

申込期限

7月 31日（水）迄
※不明な方は本社までお問い合わせ下さい。

〒793-8555
　愛媛県西条市西田甲797
　錬成会事務局　担当/曽我部洋輔　電話0897-55-4044
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の健全育成を願い、石鎚敬神婦人会より参加費一人につき2,000円助成頂い

ております。

＊引率者（保護者）の参加希望の方は事務所へご連絡下さい。

20名先着順
片道運賃支給（学割使用）
当社の組合・教会・遙拝所等に所属されているお子様の育成の講習会
です。
筆記用具・洗面用具・運動靴（スパイクシューズ不可）・下着・雨カッパ・
長袖シャツ・Tシャツ・水筒・ジャージ（色物可）・帽子・リュックサック・
ウィンドブレーカー・タオル・会符（所有の方）・保険証（コピー可）・帽
子用防虫ネット（必要な方）

アレルギーをお持ちのお子様には対応出来かねます。

申込期限

7月 31日（水）迄
※不明な方は本社までお問い合わせ下さい。

〒793-8555
　愛媛県西条市西田甲797
　錬成会事務局　担当/曽我部洋輔　電話0897-55-4044
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